
はじめに

岐阜県博物館は、置県100周年を記念して昭和51年5月に、岐阜県百年公園内に総合博物館として開館し

ました。平成7年7月には、県民参加型の施設マイミュージアムを増設し、社会教育施設として拡充を図りま

した。岐阜県に関わりのある人文、自然についての資料の収集・整理・分類・保存、調査研究を重ね、その成

果を常設展示、特別展示、資料紹介展示及び関連した講座、講演会、観察会などの諸事業を通して広く県民の

皆さまへの普及を図っています。また、昨今の教育改革では、生涯学習の基礎を培う必要性が説かれ学校と博

物館との連携など、今まで以上に博物館に対する期待が高まりつつあります。そこで、当館ではより積極的に

博物館を活用していただけるよう、「岐阜県博物館活用の手引き」を刊行し県内外の小中学校に配布しました。

今後は博物館で何ができるのかを一層明確にしていくことが必要であると考えています。

さて、平成14年度には、春季特別展として「温泉廣一湯の華からのメッセージ～」を、秋季特別展として

「中山道　街道400年」を開催しました。春季の特別展「温泉展」は、自然の産物である温泉を、自然科学の

目でとらえ、温泉の素顔に迫りました。温泉のメカニズム、温泉を取り巻く自然の様子、温泉の泉質などにつ

いて、資料展示や体験コーナー等を通して紹介し、温泉のすぼらしさを再認識・再発見していただき、温泉と

私たちの暮らしの関わりについても見ていただく機会としました。

秋季の特別展「中山道　街道400年」では、平成14年が中山道の宿駅制度が制定されてから400年目に当

たることから、美濃の中山道にゆかりのある数多くの資料を展示しました。中山道のはじまりを物語る徳川家

康発給の文書類、歌川広重の錦絵をはじめとする絵画や、伊能忠敬、日光例幣使、和宮関係の資料などをご覧

いただき、中山道の豊かな歴史にふれていただきました

また、その他の企画展では、平成13年度未から14年度にかけて、特別企画「春風にのって－高橋尚子選手

の活躍－」を行い、シドニーオリンピック金メダ）スト高橋尚子選手のマラソンに生きる真撃な姿勢を紹介し

ました。アライグマやマングースなどの外来生物を展示した資料紹介展「海外からやってきた生き物たち」、幕

末の京都で尊王撰夷派の師として活躍した梁IIi星巌や江戸時代後期から幕末にかけて活躍した岐阜県の文人

たちの水墨画や漢詩文を紹介した資料紹介展「近世ふるさとの文人たち～石田コレクションより－」、岐阜県

図書館・世界分布図センターが収集している古地図を紹介した「古地図の世界一古地図に見る中山道～」、（財）

岐阜県文化財保護センターが平成12・13年度に行った遺跡調査の成果を発表した発掘速報展「いにしえの美

濃と飛騨」、三重・滋賀・福井各県の博物館との交流事業である『日本まんなか共和国博物館交流事業特別企

画』の「よみがえる幻の宮～斎宮歴史博物館所蔵品紹介展～」、また県民及び県ゆかりの方々の収集品や生涯

学習の成果を展示公開するマイミュージアムギャラリーの展示は年間8回実施し、これらの企画展はそれぞれ

来館者の高い評価を得ることができたと自負しています。

資料収集については、自然関係で恐竜トリグクティロザウルスのレプリカや、コンコラブトルの営巣復元形

レプリカ、エドモントザウルスの頭骨レプリカ、そして実物化石のカッチュウギョ、クモヒトデなどを購入し、

人文関係では、成瀬誠志作「金彩中国故事図茶碗」、三代目豊国「白真弓肥大右衛門」、義亮「濃州観音巌真景

凶」などを収蔵しました。

平成15年度の催しものでは、昭和30年代のなつかしい資料を展示し、当時の暮らしの様子や人々の工夫の

跡を紹介する夏季特別展「昭和、〈らしの歩み～30年代を中心に－」、山菜や薬草を含めながらキノコを中心

にして、自然のすぼらしさを紹介する秋季特別展「野の幸・山の幸、岐阜一発見！キノコと山菜、薬草の魅力

～」、資料紹介展「ようこそ　化石の世界へ！」、資料紹介展「刀剣と書画の美一伊東コレクションより－」、日

本まんなか共和国博物館交流事業特別企画「奥美濃の山岳信仰と文化の交流」、岐阜県図書館収蔵古地図展「古

地図の世界一国絵図－」、（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターによる発掘速報展「いにしえの美濃と

飛騨」などの企画展をはじめ、マイミュージアムギャラリーの展示、カルチャー講座、講演会、たのしい博物

館、子どもクラズ特別行事など岐阜県博物館でしかできないような、魅力的な催しものを数多く企画し、皆

さまの来館をお待ちしております。

ここに平成14年度の事業記録と、平成15年度の事業計画の概要を紹介する館報26号を刊行しました。ご

高覧いただき、ご指導賜りますようお願いいたします。

平成15年4月

岐阜県博物館長　武　山　棟　司
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I　博物館概要

〔設置目的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、併

せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の学習の

場となり、また文化財保護の精神の滴養に役立て、新し

い教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自

然（動物、植物、地羊）等に関する諸資料の収集、保

管、展示、調査研究およびそれらの活用を図る総合

博物館とする。

県内外の博物館および相当施設との活発な交流を

図るとともに、本県の中央博物館としての役割を果

たす内容と設備を有する施設とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用

者が楽しく学習することができ、未来への研究心と

創造性を開発させるような生涯学習機関とする。

マルチメディアシステムを活用し、「ハイパーハイ

ビジョン風土記」を主とした地域情報や博物館資料

などの情報の収集、加工、発信、受信を行い、情報

化社会に対応した博物館を目指す。

資料の収集および保存並びに展示に関する専門的

な調香研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な

考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人

文、自然の2部門に分ける。総合展示は、だれにも親

しめるよう平易な展示を心掛け、本県の歴史の発展の

概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示する。課

題展示は、内容において、前者よりやや高度なものと

する。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示を

する。

展示は、（ア）生涯学習の場として、幅広い層に親し

める展示（イ）資料の単なる羅列ではなくストーリー

性のある展示（ウ）各時代の特色やテーマの本質をと

らえた展示（エ）できる限り実物資料の展示をする

が、更に、図表、模型等多種類の資科も活用した展示

（オ）資料にできる限り直接触れることのできる展示

（が視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える

展示（キ）解説が明確で分かりやすい展示、とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展′」く）

主題「郷士のあゆみ」－原始時代から近代、現代に

至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりや

すく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」一特色ある郷上の民

俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」　一郷土の自然の椀要

を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」　一特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室　〈特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。）

（3）調査研究

博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を

行う。

博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な研

究を行う。

（4）教育普及活動

教育普及活動は県民との対話のツール（道具）であ

る。

博物館の特性とそれを生かした調査研究の成果を集

約した教育普及活動の展開を図る。

3－



〔沿革〕
昭和46年　3月　岐阜県百年話念事業推進委員

会において、博物館の建設を

決定
4月　教育委員会社会教育課に博物

館勘肩担当を配置
6－－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年　4月　博物館開設準備室を設置展示

委員会を設ける
昭和48年　8月　起工式挙行

昭和49年　3月　展示実施計画樹立
10月　定碇式

昭和50年　3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了
4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置
塵示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行　・般公開

「己匠：人展」・「スポーツ栄光

蝶」
7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年　5月　特別展「il本伝統工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷上の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭利53年　4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲胃」
7月　特別展「世界のコカネムシl

l0月　特別展「能面と装束」

昭和54年　4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「世界の貝l

l0月　特別展「濃燕の文人」

11月［視覚障害者（触察）コーナー」

閑談
昭和53年　4月　特別展「吉麿治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

口紹1日6年　4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳Liiは生きている」

旧徳山村民家移築復元
昭和63年1月　自然展示室Iを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの滝原」
7月　中部未来博一88記念展「中山道

一美濃十六福一」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120方人を突破

当歳元年　4月　特別展「濃飛の古墳時代」
7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　16日恐竜足跡化石印i間‾で発

見

10月　特別展「移ろいゆ〈年中行事」

11月　日本生命財団から図書「岐阜

県博物館総合案内」4．000冊の

寄贈を受ける
平成2年　4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ除幕

式グリーンアドベンチャー標

識設置〈自然観察のこみち）岐
阜県博物館協議会に、「新しい
時代・県民ニーズに対応でき
る博物館の在り方について」

諮問
入館者1封）万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県十即勿館協議会から車間

答申
平成3年　3月　岐阜県博物館案内標識を設置

4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐苧鹿児島姉妹

県盟約20周年記念展「鹿児島
一その自然と歴史－」

日月　入館者140万人を突破

平成4年　3月　岐阜県†即物館協議会から「新
しい時代・県民ニースに対応

する博物館の在り方につい

て」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの」－

交流する経文・古代人－」
7月　特別展「恐竜王国・恐竜一謎

とロマシー」

10月　特別展「近世に輝く濃飛の群

像」
10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」　　平成5年

日紹□57年　4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破
7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年　4月　特別展「岐阜県の考古遺物」
5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年　4月　特別展「濃飛の戦国氏将」
7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10用　字習ビデオスタディコーナー

設置
特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年　4月　特別展r濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破
12月　自然展示室Hを改装

日柄□61年　4月　特別展「徳山の四季と〈らし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室Iを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念農「ふるさと
の祭り」

昭和62年　4月　特別展「飛騨の弥生帥幸代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

3月　入館者150万人を突破

4月　特別展仁王と炎の芸術」

9月　29日大型は乳類足跡化石を美

濃加茂市で発掘
10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン風土

記」イメージシュミレーショ

ンソフトの完成

平成6年　1日　20日マイ・ミュージアム棟起

工式

3月　大型は乳類足跡化石を展示」
4月　特別娘「用に牛きる－水運と

漁労－i

8月　恐竜の歯等荘川村で発見

9月　特別展「美濃同地の自然」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスター95展

示化石の借用、交流の推進）
平成7年∴3月　マイ・ミュージアム棟工事の

完成ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」美濃
路編ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタi95にユタ州恐竜化

石を展示
7月　マイ・ミュージアム（マルチ

メディア情報センター）落成

式典挙行　一役公開

8月　恐竜ゼミナールGIFU－951刷崖

10月　特別展「美濃・飛騨の古代史

発掘十徳令国家の時代－」

－4－

入定三百年記念i円空展」（名

古屋市と共催）
県下第1号として「マルチメ

ディア工房・ぎふ」開設

11月　円空シンポジウム「世界にお

ける円空」

平成8年　5月　入館者170万人を突破

7月　開館20周年記念展I恐竜のふ

るさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プリカ

ムヤング大字附属地球科掌十専

物館と友好提携調印式挙行
10月　飛騨美濃合併120周年記念展

「岐阜県の明冶維新」
11月　飛騨美濃合併120同年記念「文

化講演会」
講師　作家　阿川弘之氏

作家　山田智彦氏

平成9年　3月　ハイハーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」中山道編ソ
フト完成

4月　特別展「化と鳥のイリュー

ジョンー江戸の字間と芸術－

9月　特別展「薬草のふるさとI）母く」

11月　入館者180jj人を突破

棚橋賞受賞同支阜県博物館“マ
イ・ミュージアム、’一来るべ

き世紀の新しい博物館をI日昌

して－」財団法人日本博物館

協会表彰
平成10年　3月　ハイパーハイビジョン風上記

「ひだ・みの紀行」飛騨街道・
郡上筋道編ソフト完成
アロザウルス骨格標本展示

4月　ハイパービジョン風上記「ひ

だ・みの紀行」完成記念事業：

風土記フォーラムiマルチメ

ディアで調べる岐阜の魅力」

7月　特別展「つのつのかぶとむし」

9月　特別展「能面へのいざない一一

日両日麓から－」

平成11年　7月　特別展「恐竜時代－モンゴル

と手取屠群の恐竜たち一一一」

7月　入館者190万人を突破

9月　特別展「恐竜時代」入館者／l

方人突破
】0月　特別展「水とまつり　－古1上人

の祈り－」

10月　特別陳列「円空展一塊を木に

刻んで－」

平成12年　7月　特別展「海を越えた明冶－
ヨ一口ノバが愛しだ焼き物の

英一」

9月　特別展「すぼらしさ束濃の自

然、再発見一己夫とノキが見
てきた生き物たち－＿l

i1月　入館者200万人を突破

平成13年　7月　特別展「あのころいた鳥－そ

う　いえばト　キもおったけ

な－」

9月　特別展「L代用、旧朝と団員、

国男一芝居、錦絵、中山道－」
11月　ハイビジョン静止画番細「石

たちの動物園」（マイミュージ

アムギャラリー）

全国ハイビジョン手づくりソ

フトフェスタ2001グランプリ

受賞
辛成14年　2月　NEDO　共同研究事業太陽光

発電システム完成

3月　ハリアフリー対策事業小型モ

ノレール（スロープカー）完成

4月　特別壊「温泉廣一湯の軍から

のメソセージー」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中中道街道400年」



〔施設・設備〕
1博物館

本館3階 

（ホ＿ル瞬き肝ゑ室1 休憩 

人文展示室2　　　　　ラウンジ 

マイ・ミュージアム 　4階 ���4��������<�¥ｩ5x麌��ﾒ��������Vﾆ倬ﾒ�gｸｭ�,h､ｸ�X�(�����Y=ﾉ��

や　　　　　　　　　　　　　　　　座 

マルチ ��x788ﾘ6X4(�ｸ���������������������B�

蹄務 室 マイ・ミュージアム 3階 白�蕀TX蓼�井���

糟墓室ハイビジョン ホール ／ マイ・ミュージアム 2階 俾乘ﾘﾙ2����ｸ�ﾂ���;�'｢�Tｨ�ﾜR�������7曳ｸｭ��､ｲ�

I 

0． 彩詰 痩ミュ－ジアL ギャラ」－ 　収馴‘ 白��ｨ���ｸｩﾙ�C����u&ﾈ檍ｺﾘ���xｩｸ鵫-ｸ､��

〇・ぶ92国　　　　　　　　　　　　i字種こ葵鵜臆臆漢音臆臆音量18回暮夏貴書 
親閲睦 

マイ・ミュージアム 　l階 ��們ｩ5���ﾂ�

ヽ 

EV ��

エント ランス ホ「ル サービス ヤード 佗���b��R����ﾂ��i~ﾂ�

－5－



・主要室（名及び面積）

2　館外施設
合 ��百年公蘭学入口¶ 

熱 持 ��∴： 

意． 儷8馼�ｲ� 

の撮 ��(�ﾂ�／ ／ 

み　， 亢��瓜���'R�S 

ら・i・i・怠 ��g"�石丸曲筆 　　旧畿山村民 

‘“・：：ヽ ��

（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然’’の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の植

物の案内、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林など

が設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸人在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9

月、茅葺屋根の　部葺き替えを実施した。

嵩灘／ ��育��葎摸訳綱隙魅惑彰一 剏ｒﾄ越生二言∴詰∴幸二肇 劔���兢����ﾈ���

禅‾1 醗諒 � 

∴∴ 
言・ヾ→調子／ 

消鰯開園駁 凵_ 

郵輝lli＼韓一国∴謡 劔刹�@　‾ ＼ノ＿、－ 

愚蒜姦姦燕蒜車窓畢宰爽‾ 劔��
，．ン′言 鞄 ��6亦�劔� �ｹ9ﾉgﾂ�����ﾅﾆ��

嘉一‾＿・i宵、 、東＿　∴＿ ��������ー灘 ��X�h�ﾈ自�x���ﾂ�詰／群数 緒灘韻醗塗＿雲叢挙 

蜜年で・事‾ 駕“ ����謎＼ �9�ﾄI?��蕀<Y����ﾈ�ﾂ�血、．＼ ����������ﾈ耳耳�ﾂ��8ﾎﾈﾉｹVh�8��ﾈ(�ﾂ� ��������f��

－6－

・様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材　ブナ・トチ

・建面積120．97n十

・延　面積197．48m」

・間取　り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋、切り落とし窓つき

‾三三三需南中下　面” 

中 l 粕���駢�ﾋ莓��R�*｢�m｢�I �����5x8ﾘ488H���I&h�(�ﾂ��ﾈ4(8ﾘ8｢�摘 シタンマ（土間）l 
くフト 入 組i 立 上 � ���ﾘ���

」 二才クンデi �6ｨ���ﾈ485�987ﾘ����?�蓼�偬�ｸ�ｩ?���ﾈ�&末��6末��F迄�8�ﾈ�H���H�ﾃ��B�

I 転 ��ﾈ����.ｸｺ8�｢�凵i物種増築仕事場）i 
一〇一●－ヽ－■　　　　　【　　　　　　　　　　●○－●－．一一一一一一一●－ 

地主一山≡三三重　義 
0　　　　　　　　　　　　　　　　　c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c婁要害書ii貫こ 

▲1脂間取り図

iLl　　　　　‾、天井‾ 

ド＼軟殺　ノ／い中糾パ聖霊 

l ��Yuiz8�������R�����

笠＼誓／管車重毒 　　　　‾「」一一一一∴ 

韓／ノ　　ー　罫 � ��

田山山高毒重要董 ��
」＿＿＿＿＿－＿－＿＿＿」 ��

▲2階間取り図



Ⅱ　平成15年度　組織・運営

〔組　織〕

1機構

2　職員

平成15年4月現在

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　長 兀�698�����ﾎ��9;��Y餾H彙�〔学芸部〕 們I68��?｢��i69dﾙu��（マイ・ミュージアム担坤 偃���Oh���x��k��

〔管理部〕 刳w　　芸　　部　　長 刮ﾛ　　長　　補　　佐 

教育委員会事務局参事兼舘醒帳 凵i人文担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 估h��ﾞ���ﾔ���[b�

（管理調整担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 剄ﾉ　　芸　　主　　事 俔ﾖ曝ﾉ)n怨��映ｹnﾉy瓜R�

課長補佐 　′． 主　　査 刮ﾛ　長　補　佐（民俗） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（教育普及担当） 

向　田　郁　子 �������讓�｢�早　川　克　司 �ｸ����+x����^(����ﾛ"�

擬　古　止　樹 ��佶8�ｨｧxﾇﾈ皦馼�俟ﾈﾌ8�｢�長　屋　幸 ��佶8�ｨ攤��+x��^(��ﾛ"�持　田　文　秀 

主　　　　　　　　　任 兀ｨ��夊���(��ﾔr�主　　事（美術工芸） 舒(ﾛ)�ﾈ爾���68ﾘ��皐�8ﾔH岐�ﾌ969oYe����68ﾉ(爾��gｸﾕyOﾂ�学芸業一務推進職 　ノン 　ノノ 伜(��gｸ������m"�

主　　　　　　　　事 �+x��夊��懐t9jB�（自然担当） 劍抦����������dﾂ�

管理業務推進職 ノン ノン ノン ノン ノシ 傅ﾈﾋN��ｴ倡���ﾉ�ｩ�xﾆ)Oﾂ�6驂冰8����69_ﾈ���Yﾙ���ﾉOﾂ�憖69&ﾘﾘ��課長補佐 課長補佐（植物） 課長補佐（地掌） 主　任（動物） 掌芸業務推進職（地学） 劍�8��壺�

〔事業計画〕

1展示活動

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�主　　な　　展　　示　　囚　　容 

常　　　　　設　　　　　展 �,ｨ��D��自然展示台は「郷土の自然とおいたち」と「郷士のさまざまな自然」をテーマに岐 
阜県の大地ができたようす、郷土の自然とあらまし、ふるさとの動物・植物・昔石を 
展示。人文展示室は「郷士のあゆみ」と「郷士の民俗と美術上芸」をテーマに郷上の 
原始時代から現在に至る歴史的な遺産や伝統的美術工芸品等を紹介している（二＼ 

資料紹介展 滴�����仞��｢�当館が収蔵する化石に関する質料を、広く県民に紹介する全面尿。－山井阜県内の各地 、ゝ十申／‾”をは、、　　　　な／‘表層∴すみへ身雄阜膏‾零現す2 
「ようこそ　化石の世界へ！」 塗��#���?ｨ�｢�から雇用する化石を士じめ、日本や世界の様々㌣化石と喪中31。教科古に止勿⊃ 化石コーナーなど、学校での学習にも対応したわかりやすい面容とするi〈－〉 

夏季特別展 度�����儘��｢�昭和は、日本人の価値観、生活様式、文化面など様々な分野で大きな変草がもたら 
「昭和、〈らしの歩み ������(�������された時代。この特別展では、昭和30年代を中心に暮らしにかかわる資料を展′」こし、 

－30年代を中心に－」 祷�繆��?ｨ�｢�当時の様子とその変遷、幕らしの工夫を紹介する。 

秋季特別展 祷��#x��7��｢�野の幸・出の幸に恵まれた岐阜の人々は、キノコや中葉、薬草などにも関心が高く、 
野の幸・向の幸、岐阜 ��造詣も深い。この事別展では、キノコ、中葉、薬草などを総合l鮎iニ展示し、本県の豊 

へ発見！キノコと山菜、薬草の魅力へ」 �����#H�佇��Y�X�｢�かな自然を紹介する。i 

岐阜県図雷館収蔵古地図展 ���������7��｢�岐阜県図書館が収蔵する古地図の中から近世古地図の代表である日本回生の巨出窓 いまたま　－i／二を庸一すZ、斤帖）胡甜’研、薯、州詰技術・封 
「古地図の世界一回線iXL」 ����纔�����｢�図　－（その刊イJ版畏ホつ。i近世の＼々の地即すな見方・アえ万、測甲弓術・地 図作成法・印刷技術等を体感していただく。 

発掘速報展 �����#h���X�｢�県内には九千を超える遺跡があり、各地で調杏が行われている。（財）岐阜県教育 ロー上目白諾、ミ、′　　正一上衣た、‾中川‾　日日をありノ＼する∩媒 
いにしえの美濃と飛騨 ��(��#8����X雕�｢�文化財回文化財保暖セ／ターカ平成13・14年度に調HL－追跡の成果紺は「する。i郷 土にどんな遺跡があり、何を語るのかを皆さんにお伝えしたい。 

資料紹介展 「力剣手車画の美 ���紿�末ﾈ�｢�岐阜巾の伊東氏が当館に寄託されている質料の中から、岐阜県重要文化財の力剣類 　　　　　　　　　　　　　　l　　∴ 

ヽ＼－F－1 －伊東コレクションより～」 �(���X�蝿�｢�や江戸時代に活躍した美濃の両家村瀬太乙・喜田華：亭bの作品を紹介する。i 

日本まんなか共和国博物館交流 �(��#��俶ﾘ�｢�古代より、越前・加賀・奥美濃などから全回に広がった白山信仰や、白山の南に位 
手業寺別企画 ��置する高賀川言伽に関する優れた文ヒ財や、貴重な質料等の展示をとおして、占‾モカ、 

「奥美濃の旧主信仰と文化の交流」 �8��#���?ｨ�｢�ら続くまんなか共和国の文化交流を紹介する。 

マイミュージアムギャラリー 侈yj�,ﾉ�h･X琪�,ﾉ�ﾈ惠,h+X,H,ﾈ5(8ﾈ4�5h8x98.(ﾞﾉV�/�ｯｨｭH/�ﾈ�-�,Ikｨ麌+x.��(�倬��陋ｩUﾈ����｢�

ー7－



2　平成15年度の教育普及事業

事　業　名 弍ｨ����?｢�対i∴∴∴象 �.�R�関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷 

企画展関連事業 店�����ー一般 �#��自然観察会へ山菜を採って食べよう（富柚こて）へ　　　　　長谷川観石さん　協力：宮村グリーン体験宿 

特別展講演会 度��#r�一・般 親工 ��3��昭和、くらしの歩み　　　　　　　　師勝町癌史民俗資料館・学芸員：高橋芳則さん 血糖がを休会よ、 

特別展講演会 嶋��2����#B�����木J 一般 親「‾’ 鼎���3��「、－の遊ひ竜宮的しっ カメラを通して見た昭和30年代　　　　　　円空学会理事：吉田次部さん 妃の滞びた体験しよ、 

特別展講演会 特別展講演会・文化講演会 嶋���������絣�「 一般 鼎��,ﾓ��山菜の方言名と産物帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合占弘之さん 

iO／18 �ｨ耳自L｢�20 俾��(ｬ��檍-h4ﾈ6ﾘ5)%Hﾉ���耳��耳���������������������������������������厭�[h嶌4�4ｨ6h7��ｸ�i,968ｦ�+8/��

10／26 �ｩL｢�200 �4ﾈ6ﾘ5(,h�(ﾝ��Yo)��4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�

11／　8 �ｩL｢�200 �4ﾈ6ﾘ5(,h�(ﾝ��Yo)��4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��佻���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�｢�

11／16 俘(ｴﾒ�130 伜(ﾝ��Yo)��,ﾉk8ﾌ�,ﾉj9|ﾘ,�+�-ﾈ.�������������������������������������ｯ)Xﾉo(怏�X鬨ｻ8��i69(h�(鍠+8/��

記∴念　講　演　会 ��(����r�一般 ��8�｣��縄文時代の美濃と飛騨一一北陸からの遠望一　　　　　　　　　　　金沢美稲工芸大学教授：小島俊彰さん 
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3　マイミュージアムギャラリーの展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任で行われます。）

度∴示∴期　間 偬���������5x�������"� �11　　　　　度　　　　　　内　　　　　　容 

4／／2－∴3／　5 �9:�����魅惑の手工芸展へデコパージュ 刄Gッグアートー 

5／11－　6／15 儘ﾉ�8﨓ﾔb�野鳥を描いてへi濃飛の野鳥」ペン画摸～ 

6／22へ　7／27 �N�hﾔ韵r�美濃源氏土岐－一族の世界へ土岐氏の歴史と文化 
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2／15－∴3／21 冦��ｨﾎ�Oﾈﾆ"�粘土で創る花の魅カーようこそパンフラワーの世界へ－ 
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Ⅲ　平成14年度のあゆみ

〔職員〕

1職員名簿

職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　　長 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�〔学芸部〕 �9:��(�����69dﾙu��（マイ・ミュージアム担当） 舒(��Oh���x��k��

教育委員会事務局参事兼管理部長 做�ｷｹ�9;��Y餾Hﾘｲ�学　　芸　　部　　長 刮ﾛ　　長　　補　　佐 

〔管理部〕 凵i人文担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 估h��ﾞ���ﾔ���[b�

（管理調整担当） 刮ﾛ　　長　　補　　佐 刳w　　芸　　主　　事 俔ﾘﾏｸﾉ)n怨���S�NInﾉy慰��

課　　長　　補　　佐 刮ﾛ　長　補　佐（民俗） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（教育普及担当） 

主　査 　′′ 主　任 伜(��葎��ﾙ���裵�課　長　補　佐（歴史） ������ﾈ��ﾘ���謦�課　　長　　補　　佐 

山　田　郁　子 ��佶8�ｨｧxﾇﾈ皦馼�俟ﾈﾌ8�｢�長　屋　幸　二 ��佶8�ｨ攤��+x��^(��ﾛ"�豊　田　文　秀 

伏　屋　俊　宏 偃X����D8�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢�岩佐伸一 石田克 井上好事 古田靖志 説田健一 脇本晃美 乂xﾇﾈｼik��I���R���x��園　光　正　宏 

主　　　　　　　　事 傅ﾈ��}���uｸﾘ�hB�（自然担当） 劍�(��gｸ������m"�

管理業務掘進職 ケ ／′ ノン ノ． 傅ﾉ8xｴ儖ﾂ�抦ﾋN��ｴ倡���ﾉ�ｩ�xﾆ)Oﾂ�6菶�8����69_ﾉ{�｢�Yﾙ�騏)Oﾂ�課長補佐 課長補佐（植物） 学芸主事（地学） 主任（動物） 学芸業務推進職（地学） 

猛

本　晃　美

田　朋　子

真南美

任

務推進職
〟

管理業務推進職
〟

在職期間（年度） 倩�������kﾂ�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 

10 兌ﾙ�ﾃYD闔ｩ[ﾙ�ﾃiD��横　山　勢津男 

11 兌ﾙ�ﾃyD闔ｩ[ﾙ�ﾃ吋��清　水　廣　美 

12 兌ﾙ�ﾃ僖闔ｩ[ﾙ�ﾃ��D��高　田　　　晃 

13 兌ﾙ�ﾃ��D闔ｩ[ﾙ�ﾃ�)D��遠　藤　福　神 

14 兌ﾙ�ﾃ�9D闔ｩ[ﾙ�ﾃ�ID��高　橋　宏　之 

3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩�������kﾂ�

1 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 

2 傴ｩ��S)D闔ｨ諸��SID��松　尾　克　美 

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD闔ｨ諸��S吋��吉　本　幹　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 

6 傴ｩ��c�D闔ｨ諸��c�D��廣　田　照　夫 

7 傴ｩ��c)D闔ｨ諸��c9D��森　崎　利　光 
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〔日誌抄〕
辛成14年度
4．1「岐阜県博物館

人も小事i、／［J「勿ミー

】人事
2　マイ

14

20 LL

よう！

リー「美濃力の
（へ5月6日）

観察しよ
ティアて

よで

21たのしい博物館「「′昭この達人と春の甲山
で遊ぼう」

24　博物館講座「博物館活用説明会」
26　特別展「温泉展へ湯の華からのメノセー

ジー」（∵－6月30旧

27　岐阜県博物館友の会総会
28　たのしい博物館「上前をつくろう」

29　特別行事「春のグリーンアドベンチャー」
5．3　たのしい博物館「親子で字ぶ博物館一博

物館ガイ　ドツアー」
4†別物館講座「すぼらしい日本の温泉！面

発見」
特

持
岐

特

「響け！和太鼓」
「春のグリーンアドベンチャー」

物館協会役員会・総会
世紀、明るい未来へ…琴か

ユージアムギャラリーi二人康一

とコイン・歌川の写真」仁6月16日）

たのしい博物館「パンフラワー教室」
自然観察会「岐阜の温泉現地解説ツアー」
博物館講座「IT応用講習」（ホームペー
ジ制作）

26　特別展講演会「温泉はなぜからだに良い
か」

6．1たのしい博物館
Z T事物館講座「岐

「温泉展」展示角
早の気象のお話」

展」展示解説

8　たのしい博物館「マルチメディアで調べ
よう温泉の世界」

9∴たのしい博物館「化石を見つけよう」
li　博物館講座「IT応用講習」（文書作成）
18へ1911本†別物飾協会評議員会、全円博物

館館長会議（於：東京）
たのしい博物館「温泉展」展示解説

しい博物館「竹で　一輪挿しをつくろ

ミューシアムギャラリー「野球に生

きて－ある軟式野球審判員5578試合の記
録＿l　ト8月4日）

10　だのしい博物館「自然の達人と初夏の里
用で遊ぼう＿」

7．4－5　東海地区博物館連絡協議会、ri本博
物館協会東海支部理事会・総会（於静岡
市）

7　たのしい博物館「楽しいインターネソト
の世界」

8－13　全館薫蒸のため臨時休館
20　たのしい博物館「恐竜ナイトツアー【
20　質料紹介膝「海外からやってきた生き物

たち」仁一9月23日）

21自然観察会）セミの鳴き声を聞こう1
27　たのしい博物館「竹でおもちゃをつくろ

う」

28　だのしい†射勿館「アライグマの絵を描こ
う」

28　たのしい博物館「大庭こし器をつくろう」
8．3　たのしいi酎勿館

グ教室」
たのしい博物館「まが玉をつくろう」
マイミュージアムギャラリー「折り紙の

魅力一紙の織りなす夢の世界」（÷　9　月
161日

10　たのしい博物館「バードカービング教室」
lI　たのしい国物館「自然の達人と夏の里山

で遊ぼう」
再∴たのしい博物館「親子で学ぶ博物館一博

物館ガイ　ドノアー」
14　たのしい博物館「マルチメディアで調べ

よう帰化生物」
15　たのしい博物館「アライグマの絵を描こ

う」

16　たのしい博物館「ふるさと岐阜を調べよ
う」

たのしい博物館「クイスで探検！博物館」
自炊観察会「セミの鳴き声を聞こう」
博物館講座「博物館活用説明会」
たのしい博物館「インターネットで広が
る充実ライフ」

15∴たのしい博物館「クイズで探検！博物館」
22　マイミュージアムギャラリー「方円博覧

会の華一里帰りした上吾の美－」（－11
月41日

23　たのしい博物館「ストーンペインティン

グ教室」
28　博物館講座「IT応用講習」（表計算）
29　たのしい博物館「陶芸教室へ茶碗をつく

ろう－」

10．5　特別展「中情宣街道400年」ト11月10「l）

5　岐阜県国吉館収蔵資料展i地図でみる中
情宣」（－日月】0日）

6　特別行事「福井県立恐竜博物館見学バス
ツアー」

6　たのしい博物館「中川追衝追400年」塵
′高雅説

博物館講座「中同道と美濃の宿場」
特別行事「たんさく申出単」
たのしい博物館「自然の達人と秋の甲山
で遊ぼう」
だのしい博物館「化石をつくろう」
たのしい博物館「マルチメディアで調べ
よう中山道」
特別行事「金牛山の化石観察ハスツアー」

毎二葉博物館協会交l舶用参会（於：名

26　特別行間秋のグー）－ンアドベンチャー」
27　特別行事「講演：岐阜県からI和十十十る大

昔の化石とその当時の11本」
27　たのしい博物館「中仙首街道400年」展

示解説
廿　4　特別講演会「皇女和宮と中LiI道」文化、溝

漬会
10　マイミュ二ジアムギャラl）－「創作人彬

の世界へ語りがナる人彬たち」仁12月

23日）

10　たのしい鞘勿館「森の造彬教室一森にす
む動物をつくるう」

13－15　回博物館大会（宮崎i申
16∴発掘速報喪「いにしえの美濃と飛騨」ト

12月151日

17　たのしい博物館「バンフラワーー教卒」

23　たのしい博物館「マルチメディアで調べ

よう恐竜の世界」
24　たのしい博物館「徳山のくらしを体．験し

よう」

12．1記念講演会「古代の開発一一人と白米の格
闘の歴史へ」

7　博物館，。静座‖IT、応用講習日文書作成）
8　たのしい博物館「和風をつくろう」
15　たのしい†専物館「わら細仁一正月の飾り

をつくろう－」

22　資料紹介展「聞直ふるさとの文人たち－
7日Tlコレクションよく＝（－2月2日

22　たのしい博物館「白殊の達人と冬の問Il
で遊ほう＿1

23∴たのしい博物館「花もちをつくろう）
1．4　マイ　ミュージアムギャラリー

上乗しい世界の質料紹介般∴－ヨ一日ッハ・
北アメリカ・オセアニア縮」（－2ljll旧

たのしい博物飾i L草ウオッチング」

特別行事「し草がゆを食べよう」
博物館講座「lT応用講習日ポームヘー

講座「ふるさとの文人梁川星巌の

「有年公園のハートウオッチ
ングl

26　博物館講席「近日十ふるさとの文人たち」
2．2　たのしい博物館l親子で、予ぶ）哨郷館

一博朝畠カイトツ‾了「－」

9　よみがえる幻の宮「高宮歴史博物館所蔵
品紹介展」（－3月9旧

9　たのしい闘勿飾「昔のくらしを体激しよ
う」

13∴たのしい博物館「昔のくらしを体験しよ
う」

16　マイ　ミュージアムギャラリーil）メイク

の美一地球に優しいリサイクルトールペ

イントクラフトの魅力」仁一3月23i‖

博物館講座II T応用講習」（表計算〉
博物館講座iインターネットの）畠舶技術」
博物飾講座「氷河時代の岐阜」
岐阜刑事物飾協会常什理事会
だのしい剛勿飾「白状の達人と早春の甲
中で遊ぼう」

20　辛成14年度新版I歳質料紹介展′高言4月
9日）

22　自然観察会「日生公園バートウナノチン

グl

21たのしい剛勿飾「クイスで探検廿昭雄乱

〔岐阜県博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（日嗣151年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　　名 仂�����k������b�現　　職　　名 

Iii瀬　尚　信 ��乘H�ｨｯ)Xﾉ_ｩ�r�（株）岐阜放送営業局長 

酒　井　和　行 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼr�NHK岐阜放送局長 

篠　田　　　薫 僵ﾉhyd��ﾈ�)68琪���かぐや第一幼維園長 

田Il義嘉毒 ��ﾉEｨ暮t��乘H�｢�カンガルーメセナ協議会長 

玉　井　博　砧 ��冖ﾈ�ｨｼｨ皐夐gｹ]ﾂ�（名）玉井屋本舗代表社員 

信　田　幸　雄 乂xﾕｩd��YW�68ｧx���岐阜県私二立中学高等学校協会長 

早　川　万　年 弍)Xﾉ�Xｧr�岐阜大字教育掌部助教授 

○　福　旧　莞　爾 兀�69�饂慰鮎h�乘H�｢�岐阜県博物館友の会長 

古　谷　俊　明 �(i?ｩ�i[xｯ)Xﾈ辷���中日新聞岐阜支社長 

◎　堀　　　幹　夫 弍)Xﾈ����Xｧr�岐阜女子大学掌長 

水　谷　あい千 �:�ｻI�ｩzy:�ｻI(hｧxﾕ｢�岐阜県中予校校長会会員 

◎会長　○会長代理　　　　　　　　　　　　　　（、向或14年10月9日現在　五十音別）

任期は平成14年7月26日へ平成16年7月25日

ー10－

〈開催状況〉

月　日　平成14年10月24日

場　所　岐阜県博物館講堂

議　事・博物館の運営について
一生涯学習における博
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〔実施事業の概要〕

「楽しく・遊びながら体感を使って学ぶ、ソフト面のバ

リアフリー、協働・参画・連携、高度情報化」をインタ

ラクティブに進める博物館をし」指して、平成14年度は、

特別展と資料紹介展をそれぞれ2本、共催展など3本と

8本のマイミュージアムギャラリーの展覧会、80本余の

楽しい博物館事業など、多くの事業を展開する中で展覧

会場や常設展示場囚などで積極的に展示説明など来館者

とのふれあいに努めた。また、調査研究、資料の収集、デ

ジタルアーカイブ事業を推進した。

博物館前の坂道側面に設置された待望のモノレール

は、新しい入館者層を開拓したとも評される程に好評を

得て、「らくらく号」の愛称も公募で決められた。

1調査研究事業

人文分野では、中山道、昭和くらしの歩み、たのしい

石器時代などのテーマに基づいて調査研究をすすめた。

自然分野では、野の幸・山の手岐阜、里帖こ生息する

動植物の分布や生態、温泉、化石収集事業などの調査研

究をすすめた。

2　展示活動

特別展では、自然分野展が自然の恵みである温泉を料亭

的に見つめ直し、その素晴らしさを再発見することをテー

マにした展示で、健康や癒しに関心が高い現代、タイム

リーで、親しみやすい展示と高く評価された。人文分野展

では、初めての試みとして中山道沿いの博物館が共同企画

した展示で、中山道の岐阜県に関わる豊かな歴史や文化が

掘り起こされ、非常に質の高い展示と評価された。

資料紹介展では、自然分野が外来生物のアライグマ、ハ

リネズミなどの剥製やオオキンケイギクやコニシキソウ

などの植物標本をとおして、外来生物の及ぼす深刻な社

会問題を紹介した。来館者からは農作物への被害などか

ら共感も得られた。また、親しみやすい動物の剥製のハ

ンズオンやアライグマを描こうなど楽しい展示で、人気

を博した。人文分野では寄託資料の展示で、身近なふる

さと岐阜の文人とその書画、墨跡を紹介し、好評を博し

た。他施設との共催展示として、例年の発掘速報展のほ

か岐阜県図書館の収蔵資料紹介展を開催した。

また、滋賀、三重、福井、岐阜県の同県で構成する日

本まんなか共和国の交流展として、斎宮歴史博物館所蔵

品紹介展を開催した。出展館の格別のご配慮で多くの資

料が公開され、辛安の雅の葦が展覧会場に咲き競った。質

の高い展示で古典、歴史に関心が高い多くの方々の好評

を博した。

3　資料収集活動

人文分野では、焼物・錦絵など当県ゆかりの品を購入

した。また、貨幣・焼物・錦絵・民具などの寄贈があった。

自然分野では、恐竜トリグクティロサウルスのレプリ

カなどを購入した。）また、植物のレプリカや封入標本、動

物剥製標本の依託製作を実施した。また、県内動柄物の

採集、標本の寄贈を受けた。

4　教育普及活動

体験・講座などの「たのしい博物館」や「特別行事」な

ど、80本余の催し物とを開催した。特に、小・中生徒の

博物館活用や、その他了▲供会などの利用に「博物館での

字舗舌動例」や「ビンゴゲーム」を用いて実施するなど、

博物館での学習活動の活性化と質的な充実に努めた。ま

た、様々な事業の広報活動を積趣的に実施した。

子∴∴∴幸　　子 刳冝@　間 �5x����������麌����������>�����������vR�凵�¥十∴： 

一　昔∴展 剩N　間 ��ﾉ[i��6ﾘ�ixｶ氷�ｨﾖﾈﾌ8��ﾈﾛﾈ讓���Yti5x�ﾈ�ixｳ(,ﾉOﾈ��ﾔ杏ﾈ��j��ﾘ,ﾈ拷�Y�h*h/�ﾗ8,�+ﾘ��-ﾈ+ﾘ��hHｭ饉h嶌ﾞ�/���櫁+x.��� 

（財川畑阜県文化財保，護センター一皮小コ一一ナーを半期伸二テーマを変えて展′」こした＼吊）i＼畏′」雷iの帰化柿雄時）コー 
ナーのき〈葉標本を封入標本に差し替え、原産同名などを加えて分かり易く、見やすくなるよす「）十ノて尿中した 
また、恐竜コーナーには、恐illLコンコラブトルの営巣 冓復元極刑などを庚′中二加えだ　その他、常の展中朝説ノ＼ネ 
ルを辛易な文言工代えるなど展示の改訂†∴充実に努めた二 

桂川金両 � �9hｭ�,ﾘ､ｨｭ亢ﾉD�5x,��Xｻﾘ6x5一h�ﾈ68毎ﾏY5x�h/��催し、世界で活刷した当県出身遊子0「）偉業を紹介した　／沖iiは 僣H 
「そよl虹二乗って「事柄尚子遣手 劔�ﾘ*ﾘ,ﾈﾊyj�,ﾉwh+YJ�?��8*h��4�8ｨ98786(4�7ﾘ8�5ﾈ9842�，－．メダリストの高櫓常子遊子の偉業を称え、同選手のさらなる飛 凵F、978 
の記録－」 劔oH/��Y?仞ｨ+X+韈�/�,h*�+X,H���(晳D�,ﾈ�X,X*�*(���、感動」を否む機会とした 凵i5，19日 

有季持別展 「温泉尿一一場の咋からのメッセ一一 ジー一一」 � �y�(,ﾙ�XﾏｹhX,ﾈ�8-ﾘ,�.h.佻兒�,X*�.����Y&�,ﾈ�6��（みである　大地から涌き、Ii十日常子‖二は、侃賞の只いが子ら込め �18．511 た：）、場の華がまったり、温泉で　一生を過ごす生。 兒�*ｨ*(+ﾘ.���ﾙ�ﾇ(�為ｩZ�*ｩ�i�ﾈ+8.ｨ.�,�,h���因���,ﾉI(�8*ｨ*��
る　この特別展では、温泉を科雪げ）iiからじっくり見つめるとともに、温泉と暮らしとの関わりついても紹介する 

中で、温泉の素顔に近日、温泉の嘉暗らしさを再発見する機会とした 

質料紹介蝶 � 侘8*ﾘ*�.y�ﾆﾉw�.h昏�+x.�,h*ｸ��ﾙ)Z�.(徂��,�,y�hｨ�/�dﾈ*ｨ+�+x.�:���Z�/�耳耳�Xﾈｸ*ﾖ�6ｨ鰄+��-����ﾘ*ﾘ,ﾉy�-�/��(,H*ｲ��1三．7：汚 た　しかし、†判：紀にはいり、人間の移動が活発にナ 凾謔ﾁた結果、外来雄は沫刻な仕全問題を引き起こ十よう：こなっ 

「海外からやってきた生き物たち」 劍���?�,ﾉyｩyx檍,X�ﾈ.h��?ｩgｸ,X.��X*ｸ,姥H檠n)��,h,�,�,H*(.�4�8�484�7ﾘ.(7ﾘ984��ｸ5�,�,h�9�xｽ�*��h諸?�,ﾉ(h,�.�+ﾘ*ﾒ�
き／し侵入している外来生物の尿中をとおして、外来生 凵D物に関心を持つ機会とした 

秋季描別塵 「中lii道征近工00年」 � 冏ｹD�,ﾘ��;��ﾈ徂ﾔ�*ｨ�伜);�,ﾈｸｩn)?�D��9l(逸�8�8/��∴∴ 冲�+X��ﾕﾙ?ｨ,hｹ餾H/�ﾈｸ-H益wh*�?�,hｭF畔耳耳�D��X+�*�.x�����D��i（1，107 
という記念の年に当たった　この特別尿では、iii山 稗�‾のはしまりを物語る徳Iii家康発給の丈品柄、歌川広重の鉦綜 

をはじめとした給i由再⊃I川能忠敬、H）日用i剛史、和’ ��b�.b�ど美濃の回ii道にゆかリグ）ある敷多くの質料を塵小し、中川 

道の控かな座史や文化に関心を持つ機会とした⊃ 剌縺@本展覧会は、山ii通信いの板椿【八十親i）上賓料鮎、埴出目′ 
十川物飾、長野県立雁史鮪、野洲町立暦吏民俗資料戚 冓問1：宿街道交流鮎との共同全面として開催した 

同い一一千 「吉 日i：言 具備 ��Hﾊy�ﾘ��Hﾟﾉ�iy(ﾉY6ﾈｵr�&��ﾘ,ﾉ�(､X耳ﾌ9&��ﾘ,�-ﾘ.��ﾂ�ﾙ��?ｨｯ)Xﾉ�ﾈﾏｹ���)z8ｷｲ� 冏ｹD�,ﾘ�����w�7�*ｩ<x,ﾘ.x.ｨ,Iw��｣�D�,�9h+ﾘ.���?���v俛�,ﾈ�ｴy<�¥ｩ�(�Y(h�);��ｩ;儘���,Y?ｨ��,i:���耳6X�ｸ7ﾘ,X��ｯ)Xﾂ�� 

県図書館の収成した出帆国展が剛粧された∴　虞′」こされた賓料は、木硝抗担i勝景行程記、加納高給図、美濃し耳栓図 
なと∴汚点があり、当鮎の特別塵と相保って面目道の操かな歴i吏にふれていただける機会としな 

発掘速報塵 � �&隕ｹ[h嶌ﾞ�,ﾉ]ｸﾎﾈｨ�:�,ﾈ��,(�,h+X,H���+Y?��)Z�/�ﾊvﾈ揵?�ﾏh､ｨ+x.�+ﾘ-���+�,ﾈﾔﾙyx檍/�ｾ�弌���+�*(.��移�(h,ﾘ��>｢�剋闕H2〕 
いにしえの美濃と飛騨」 劔[h鳬�9(hｯｨ*�.xﾎ8ｯｨ�迄6ｨ*�*�,H,ﾈ�x��X,X������ｨ�8���ｨ��ｨ4｢�、らは大量の上器や石器力申出：した大野凧日出子の上告野追跡や 

主催（財同友印i〟し文化財保渡セン 劔=驂x*�.ss�iﾈ鳬�8,ﾈ�x��X*ｩ,X攤+8.ｩ&)n�,ﾈﾊﾙZ�,��、とが誰課された聞直の重竹追跡、大変めずらしい人物像城郭や 
クー 劍雇wHﾊX,�,x*ｨ��8+X+ﾘ�8防ｽ�,ﾈｾ8ﾍﾆﾓ�����Xﾅ�,�,s���)�X*�.x,ﾈ�(�9�)Z���4�3��5�*ｨﾚ��ﾈ麌+8.ｨ+ﾒ�

質料紹介異 「近し臣／ふるさとの丈人たち ー石田コレクションよりー」 僣14　　　　H15 �9hｭ�,ﾘ����Jｩ*ﾈ,ﾉtﾉw�ｩ���耳��,ﾈ5(8ﾈ4�5h8x98,X*�.弍)Xﾈﾊx,ﾈ�I�ﾈ�XﾙXｷ�,ﾈﾞﾉV��ﾙ�Hu��ｨ�ｨｴﾈ/��8*�,H*(.迄�陏ｸ�ｨ,ﾂ��2．763 
展覧会では、この付目コレクションの中から、大王1両 剌o身でiil本の李白＿」とも称きれた詩人であり、＿虹吊れ）j派 
の佃としても活牒した梁川呈巌とその妻・紅蘭、／ 冲i�ﾈ,ﾈﾕﾙF鞏xﾘ����ｩ�9Y���,�,xﾕﾘﾌｸﾎ8ｯｨ*�.x�馼ｹih,�*ｨ6�,Hｨ育ｸ+R�
た岐阜．県U）文人達を紹介し、ふるさとの丈化にふれる機会としたi 

日本まんなか共和国間勿飾交流事 業特別企画 「よみがえる幻の宮－）計理乍吏博 物鮎所載晶紹介展－」 僣li 佰��ｭ�,ﾈｺi|ﾘ,�.h.���蓼�ﾊx,ﾉ<��h*�.丼韆ｨ.)[h嶌,ﾈ��櫁,h+X,H��ﾝhｷｹ��讖H饂渥�,ﾈ�ﾝｨ�9-ﾕH�ｩ(h*�.x��讖�V��Hﾘ(爾�剄H719 

跡から出上した奈lト幸宏時代p）毒物や斎百・高士にかかわる江戸時代の書籍や絵uii席を約40点を庚示し、幸宏時 
代を中高こ伊勢に柁開いた雅の文化を紹介し、他県の特色ある文化にふれる機会としたi 

マイ　ミュージアムギャラリー 僣iJ　　H15 儖ﾉEｩ|ﾘ,ﾉ���YO)��ｨ�ｩ*冰ｸ,ﾉjﾘ�滴��(�ﾃX�緝�ｨ������������?��ﾉ5x�店���(�ﾇV帽�｢�� 

野球に生きて（6／21－－8／4）　　　　　　　　　　　　　へ切手とコイン・欣州の写真－ 
一一ある軟式野球審判員i578諒合の記録－∴∴∴∴与川）紙の魅力（8／10－切iO） 

万国i‾栂覧会Ⅴ）草（9／22－11／4）　　　　　　　　　　　　へ紙の織りなす夢のi野手ー 
一間′，‖）したL工の美一一　　　　　　　　　　　　　創作大杉の間外用／10－12／23） 

来しい世界の質料紹介妓（i／1－－－uii） 刪鼬ｾ出かける人彬たち－ 
ーヨ一口ッハ・北アメリカ・オセアニア締－　　　リメイクの美（2／16－3／ユ3） 

ー地球に優しいリサイクルトールペイントクラフトの魅力一一 
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〔特別展〕
一春季特別展－

1展覧会名称

「温泉廣一湯の華からのメッセージ～」

2　開催期間

平成14年4月26日（金）－平成14年6月30日（日）

3　趣旨

昨今の温泉ブームの中で、テレビ番組や旅行雑誌で取

り上げられる“温泉’’は、旅館の豪華な食事や湯舟の様

子が中心で、利用者に温泉の本質的な情報がなかなか伝

わってこないという実情がある。温泉とは本来、大地に

よって生み出される自然現象であり、私たちが温泉を正

しく理解するためには、温泉を自然科学の目で見つめる

機会が不可欠である。

そこで、本特別展では、温泉を主に自然科学の目でと

らえ、温泉のメカニズム、温泉を取り巻く自然の様子、温

泉の泉質などについて、資料展示や体験コーナー等を通

して紹介し、温泉という自然事象のすぼらしさを再認識・

再発見してもらう機会としたいと考えた。

4　展示内容

（1）温泉ってなに？

温泉の定義や温泉水と普通の水との違いなどをパネル

や温泉スケールなどの実物資料で、また、温泉が湧き出

すメカニズム（温泉の熱源、温泉に溶け込む成分の由来、

温泉の水の由来等）を火山性温泉版と非火山性温泉版の

二つのオリジナルのジオラマによって展示。

（2）温泉をとりまく自然

地獄地形、温泉沈殿物がつくり出す景観、噴泉や間欠

泉など、全国の温泉地に形成される温泉固有の自然景観

について、写真パネルや模型によって展示。また、北投

石やブリコ石などの特別天然記念物をはじめとした多種

多様な温泉沈殿物や熱水鉱床の鉱物を展示。

∴十十 i挙＝一三 十十∴ ー〈i⊃1－ 質 ��h���繍鰯概 ��h�i��� 

、J　＿i鰯鰭 　醒蓮謡 ��種！＝田虫 ”∴i‾‾i 寧霊－」． ＿細噛竃こiL 十°1 凝臨Og000 

、習う－、単　　　　　　　　数＝こ漣　　　　　田町 

整盤上‾‾i 　　∴：計 ��

繍態 �� 

∴∴一子 鑓　　冊、i＝－immi聴聞賑一一淋i鞭繋＿ii撲掬終繕締 

温泉展の展示のようす
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さらには、温泉の中で生活をする動植物、硫化水素の

発生する地熱地帯で生育する硫気孔植物といったいわゆ

る温泉生物を、実物資料や模型、剥製などで展示。

（3）お湯を見つめる

温泉に含まれている成分そのものや、いろいろな泉質

のお湯、全国の温泉の湯の華、温泉分析書の見方などを

展示。

（4）温泉発見伝説と今どきの温泉開発

全国の温泉地にまつわる温泉発見の伝説で、どのよう

な動物が発見したかを剥製にて展示。今どきの温泉開発

について、そのしくみや、掘削や引湯に使われる道具な

どを展示。

（5）温泉の利用

私たちが温泉をどのように利用しているかということ

について、温泉せんべいや飲料水、入浴剤など、全国の

さまざまな温泉グッズを紹介。

（6）岐阜や日本の温泉

岐阜県や日本の温泉について、統計データや温泉分布

図、CD－ROMなどによって紹介。

（7）日本の温泉と文化

海外の飲泉カップ、温泉を利用して作られたガラス製

品や焼き物などの工芸品、温泉地の歴史的なポスターや

パンフレット、絵はがき、温泉絵図、温泉番付などを展示。

また、現在発刊されている温泉関係の書籍を一覧表と

共に展示。

（8）体験コーナー

下呂温泉の本物のお湯に触れるコーナー、各地の温泉

のpHや塩分濃度を測定するコーナー、温泉たまごを作る

コーナー、全国の温泉水の色の違いを観察したり臭いを

かいたりするコーナー、日本各地の温泉情報を検索する

コーナーを設定。

関連行事
・5月26日（目）特別展講演会

『温泉はなぜ体に良いか』

講師　木暮金太夫氏（日本温泉協会会長）
・5月4日（土）特別展講演会

『すぼらしい日本の温泉再発見』

当館学芸員
・5月19日（日）自然観察会

岐阜の温泉現地観察ツアー（飛騨小坂温泉郷）

当館学芸員
・6月22日（日）温泉展展示解説

当館学芸員



ー秋季特別展－

1展覧会名称

「中山道　街道400年」

2　開催期間

平成14年10月5日（土）－11月10日（日）

3　趣旨

関ケ原の戦いに勝利した徳川家康は、江戸を中心とし

た街道の整備に取り組み、慶長6年（1601）の東海道伝

馬制度をはじめ、五街道と称される主要な道を整えて

いった。江戸から武蔵、上野、信濃、美濃、近江を経て

京へ至る中山道の各宿駅に対しては、慶長7年（1602）に

朱E「J伝馬状を発給し、その後も道の付け替えや新しい宿

場の設置などを進めた。平成14年は、中山道の宿駅制度

が制定されてから400年目に当たる。本展覧会は、その

記念として中山道の成立や発展、行き交った人々などの

分野から美濃に関わる資料を展示し、東海道とならんで

江戸と京を結ぶ大動脈のひとつであった中山道の諸相を

約160件の資料により紹介しようとするものであった。

なお、本展覧会は中山道沿いにある博物館が共同で企

画し、各々の地域に所在する中山道関連の資料を展示す

ることにより、各地域における中山道の特徴を示そうと

した。当企画へは板橋区立郷土資料館、埼玉県立博物館、

長野県立歴史館、岐阜県博物館、野洲町立歴史民俗資料

館、草津宿街道交流館が参加し、各館とも10月5日（上）

から約1ケ月ほど中山道に関する展示を行い、展示以外に

も共同図録の作成や広報などを共同して進めた。

4　展示内容

本展覧会は、大きく　4つのコーナーからなり、中山道

の歴史を物語る主要な人物や事件にちなむ資料を展示

し、豊かな歴史を持つ中山道について概観していただけ

るようにした。

（1）なりたち

慶長7年（1602）よりはじめられた中山道の整備や宿

場の発展、および中山道の美濃国部分を概観する資料を

展示した。
・岐阜県指定文化財　御嶽宿伝馬朱印状

・国指定重要文化財　五海道員外分間延絵図並見取絵図

中山通　巻七、巻八、巻九　ほか

（2）にぎわい

各宿駅に置かれ、大名や公家の宿白を受け持った本陣

や脇本陣、荷物を取り次ぐ問屋場などのはたらさを美濃

に伝わる資料を適して紹介した。
・宿場札　大井宿

・伝馬札　大井から岩村まで　ほか
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（3）たびだち

中山道を旅した日光例幣使や伊能忠敬関連の資料、中

山道の写生画や浮世絵などを展示した。
・国指定重要文化財　伊能忠敬　測量日記

・歌川広重　木曽海道六拾九次のうち美濃部分　ほか

三塁三宝十∴－，言∴ 1　　、 ��ﾘｮﾘﾋ�雇g(擁dﾈ�������｢�

「‾ここ「‾＝‾「二二二こ一一∴二三∴∴∴二㌦鼻　　　　　　　、∵ 

I一　・・高札出番藷諒高一し‘悪縁読経簾整畿謙一－　　　　、 

覿閻巻喬i‾、÷：二浪融鯛‾、‾i　窓鷺淵腰弱 
∴1∴ 一葉i÷善言三雲卦＿　三宅→　　　　／ 

箋墾嚢襲撃警薬 ‾灘i‾一緒二一一　　　　　　　一束 

歌川広重　木曽海道六拾九次之内赤坂

（4）幕末維新とその後の中山道

幕末維新期には、和宮の降嫁や天狗党の通過、明治天

皇の巡幸など歴史の事件の舞台になった中山道。それら

を物語る資料を展示した。
・孝明天皇下賜　和宮守力　ほか

和宮御迎老女花園土産筈迫類のうち

5　関連事業

・10／12（土）博物館講座

「中山道と美濃の宿場」

当館学芸員
・10／13（目）特別行事

「たんさく中山道」＊束濃方面バスツアー

当館羊芸員

11／4（月・振休）特別展講演会

「皇女和宮と中山道」

霞会館展示委員会副委員長　松平乗昌氏

6　その他

10月26日（L）には、交通史研究会との共催で「中山

道400年祭シンポジウム」を行い、多数の参加者を得た。

また、岐阜県図書館収蔵資料展「古地図にみる中情宣」

を本展覧会と同時に特別展示室において開催した。



〔資料紹介展〕
－資料紹介展1－

1展覧会名称

「海外からやってきた生き物たち」

2　開催期間

平成14年7月20日（十・視）－9月23日（月・視）

3　趣旨

人間のさまざまな活動に伴い本来は生息していない地

域に持ち込まれた生物を外来種という。古くから人間は

移住するときに穀物や家畜など生活を豊かにする動植物

を一緒に持ち運び、多くの利益を得てきた。ところが、二

十世紀に入り、人間の移動が活発になった結果、外来種

は深刻な社会問題（①産業への被害、②病気の伝播、③

在来の野生生物への深刻な影響）を引き起こすように

なった。

今回の展覧会では、身近な自然の中に侵入した外来種

に関心を持つ機会になればと考え、館蔵資料を中心に、

日本でも大きな社会問題となっているアライグマやマ

ングースなどの外来生物を展示した。

4　展示内容

（1）動物

ハブ退治を目的に沖縄に持ち込まれたマングース、マ

ングースに捕食された希少生物（ノグチゲラやアカと

ゲ）、飼育できなくなり野外に放たれたアライグマ、ハリ

ネズミなどの外国産ペット類、かつて毛皮をとるために

飼育が奨励されたヌートリアの飼育方法を記した文献な

ど7つの小コーナー（①外来種とは、②崩れるピラミッ

ド、③もろい島の生態系、④人間の役に立つために、⑤

捨てられたペット、⑥遺伝子の汚染、⑦水辺の密航者）に

分けて紹介した。

∴∴∴ ∴： ∴」∴十一一∴∵ リー、ジー、 

、＿＿一＿＿母網鰯〔〈j‾ 
i弟 ∴十十＿′∴∴ 

了一考　　〆、1－ 報醤二三二二一・－∴∴管iニ 　　　‾一一一一一一 

饗

へ二二時聖書mt㌔

▲展示風景1

（2）植物

オオキンケイギク、セイタカアワダチソウなどもとも

と園芸目的で持ち込まれ、野生化したもの、マメカミツ

レ、ウサギアオイなど岐阜県でも野生化する可能性があ

一14－

るものなど4つのコーナー（①どこから来たの？、②栽

培されて帰化した植物、③日本vs外国、④岐阜県に侵入

してくる恐れがある植物）に分けて紹介した。

） 油症 �����ｨ�hvﾒ�∴ 

÷∴電工： 　∴；子 凵Qi■睦 言： 1 
！ 国璽 虹∴∴彊 俟���ﾋ���(ｺ����R����三∴∴∵ 堅：密書）一 

▲展示風景2

（3）体験コーナー

アライグマ、ヌートリアなどのはくせいにさわったり、

お絵かきができる体験コーナーで楽しめる場所を設け

た。

士∴苛斎二も　　　　　　‘∵主言上∵融甜”　　　富

．」 、∴●∴ ∴∴＼享∴∴ －－∴　∴－∴∴寺 

▲展示風景3

∴∴∵ 劍��������育�� 

∴∴∴； ∴ �$ﾘ�ﾂ� 

：∴ I－ナ＿≡ 畿塗謹話三 宅 i喜怒 ��h����ｨ耳��｢���������劍����>R�,h7h�ｸ6�ｩTﾙ<r�屬� 

∴∴ 〈 
i 　二＿＿TTTTマ‾（ 剴��?｢��b���蓼��52�
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▲展示風景4

5　関連事業

・アライグマの絵を描こう

7月28日（目）10：00－

8月15日（水）13：30一

・マルチメディアで調べよう　帰化生物

8月14日（水）！3：30－



ー資料紹介展2－

1展覧会名称

「近世ふるさとの文人たち－石田コレクションより－」

2　開催期間

平成14年12月22日（日）一平成15年2月2日（口）

3　趣旨

安八町の相II鎌一・氏より当館に寄託されている多数の

資料の中から、梁川星巌・紅蘭夫妻や江馬細香、そして

村瀬藤城・秋水兄弟など、近世末に活躍した岐阜県（主

に美濃地方）出身の文人たちの書画を紹介した。これら

「ふるさとの文人たち」は、今でこそあまり知られなく

なってしまったが、当時は全国的に名を知られた人も多

くいた。幕末の激動の時代を動かしていったふるさとの

文人たちの漢詩文や水墨画などの作品に触れ、郷士の歴

史と豊かな文化への理解を深めてもらう機会とした。

4　展示内容

大きく　4つのコーナーに分け、それぞれの文人たちの

作品を中心に展示した。

（l）美濃が生んだ幕末尊撰派

の師：梁川星巌

「11本の李白」とも称され、近

世美濃が生んだ最大の漠詩人

である梁川星巌（現大垣市出

身）の漢詩や水墨画を主に展示

した。彼は、頼山陽（現広島県

出身）と天下の名声を二分する

ほどの活躍ぶりで、吉田松陰・

西郷隆盛ら尊上擦夷派の志士

たちと交わり、彼らの精神的支

柱となっていた。

▲梁Iii星巌等文殊菩薩像

（2）美濃の女流漠詩人：

細香と紀聞

共に大垣出身で、漢文学の世

界では珍しい女流詩人である

江馬細香と梁川紀聞の水墨画

を中心に展示した。

梁川星巌の妻である紅蘭は、

星巌から手ほどきを受け漢詩

文を学ぶと共に、夫と諸国を漫

遊し、夫を支え続けた。江馬細

香は、大垣の蘭学者・江馬蘭斎

の娘で、大垣に滞在した頼山陽

▲江馬細香画養老濠布図　から漢詩文を学んだ。
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参考出品として、江馬細香の遺品（硯や文鎮など）も

紹介した。

（3）安八郡出身の両家：高橋香村と蓑虫山人

美濃三大画人の一人で、山水・花鳥を中心に描いた南

面家・高橋杏村（現神戸町出身）と、自然と虎民の中に

生きぬいた、漂泊の画人・蓑虫山人（現安八町出身）と

の作品を展示した。

襲 剔ﾔ∴灘「乳∴壷 劔劔凵@撫養 　↑言 上∴靖 

持 凵u∴∴ 劔jR���劔　へi善 言∴∴　∴ 

三遷・ � 劔��C��ﾉ�ｸ�ｲ��������劔劔.��
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議鶉 � 劔佗����ﾈ耳��v��� ∴∴ 劔劍��,ﾘ����ﾘ�h�R���� � 

▲蓑虫山人画桃ノ屋書画之席図

（4）士有知出身の文人：膝城・秋水・太乙

土石知村（現美濃市）の庄屋

の生まれである村瀬藤城・秋水

兄弟の漢詩と水墨画、それに藤

城の門弟で、独特な画風の絵も

描いた漢詩人の村瀬太乙の水

墨画を展示した。

藤城は頼山陽の初めての門

人といわれ、当時梁川星巌とな

らぶ莫詩人だった。秋水は南面

を学び、藤城の死後は画業に専

念した。

ぅ窮

j　＿

喜

▲村瀬太乙筆赤穂義士図

※体験コーナーとして、「ミニ掛け軸を作ろう」を設けた。

作品例を置き、用意した掛け軸風の紙に筆ペンで自画

に墨絵を描いてもらうようにした。

5　関連事業

・1月19日（口）博物館講座

「ふるさとの文人・梁川星巌の人と思想」

講師：岐阜工業高等専門半枚名誉教授

細川道夫さん
・1月26日（口）博物館講座

「近世ふるさとの文人たち」

当館職員



〔特別企画〕
－日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画一

1展覧会名称

「よみがえる幻の宮
～斎宮歴史博物館所蔵品紹介展～」

2　開催期間

平成15年2月9日（日）～3月9日（日）

3　趣旨

当館は、三重、滋賀、福井の各県の博物館と「日本ま

んなか共和国」の文化面における交流をすすめている。昨

年度からは、隣県の特色ある歴史や文化の一端を県民に

広く紹介し、相互理解を深める一助とするため、特別企

画として交流館の所蔵品紹介展を開催している。本年度

は斎宮歴史博物館の所蔵品紹介展を開催した。

三重県は、伊勢神宮が鎮座する信仰の中心地であり、古

代から中世にかけ、約660年の長きにわたって斎宮が置

かれ、都から派遣された皇族の未婚の女性が、斎王とし

て伊勢神宮に奉仕した特別な地域である。本展では、斎

宮歴史博物館の所蔵品の中から、史跡斎富跡からの奈良
一平安時代の出土品と、斎百・斎王にかかわる江戸時代

の書籍や絵画等の資料を展示し、平安時代を中心に伊勢

の地に花開いた雅の文化を紹介した。

：∴ 二宮季 ��∴∴∴ 1、餓志 饗 �� 

、＿＿J岩畳：う 劔 �ｨ宿���X+�+X���ﾆ����

賀〃Sm　　　　　　　　i、憶　1暮 劔租一騎二 
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展示風景

4　展示内容

（l）史跡斎宮跡からの出土品

斎宮は、伊勢神宮に仕えた斎王の居所として、飛鳥時

代から南北朝時代まで伊勢の地に営まれた。斎宮の最盛

期であった奈良一平安時代の様子を物語る資料として、

史跡解明のきっかけとなった蹄脚硯、美濃でつくられた
な∴の∴十　日六　十　こ∴き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ilよくしい1ニ／）き「　わん

美濃施印須恵器、尾張でつくられた緑粕陶器稜椀、平安

時代前期のひらがな墨書土器などの出土品を展示し、全

体の導入とした。

（2）史書・法令にみる斎王

天皇に代わって伊勢神宮に仕える斎王は、7世紀後半か

ら制度化された。『日本書紀』から天武天皇の皇女である

大来皇女の伊勢派遣の記事を、『延書式』から斎王選定に

かかわる規定などを紹介した。

（3）歌集にみる斎士

『古今和歌集』写本から、伊勢に下った在原業平と斎王

との間に交わされた恋の歌を、『拾遺和歌集』写本から、
や、、∴）のi二二つ、）　　　　　　　　　　よしこ」上おう

斎宮女御と称された徽子女王の歌を紹介した。

（4）物語の中の斎王

①伊勢物語

『伊勢物語』第69段にみえる、伊勢に下った主人公と

斎王との恋物語を、定家様書体の写本と、本阿弥光悦の

版下による嵯峨本で紹介した。また、伊勢物語を画題と

して48図を描いた江戸時代の屏風2枚を展示した。

②源氏物語

『源氏物語』の「賢木」の段などにみえる、実在した斎

宮女御・徽子女王をモデルとした話を絵入本により紹介

し、源氏物語絵を描いた美麗な貝桶などを展示した。

（5）有職故実の世界

平安時代の宮廷儀礼に関する研究は、江戸時代に大き

く発展した。有職関係資料として、上級貴族の乗り物で

ある牛車を描いた「西園寺車絵図巻」や、十二単を描い

た「女装束図録画帖」などを展示紹介した。

5　展示資料数

37点

6　関連事業

博物館講座　2月16日（日）

「斎宮と伊勢物語」

斎宮歴史博物館主査兼学芸員　枝村寛之氏

伊勢物語図色紙貼交屏風（第69段部分）
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〔マイミュージアムギャラリー〕

（1）運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって承認された展示計画に従い、順

次展示をしていただく。出展者の募集直需時行っている。

（2）平成14年度の展示状況

回 �5x麌ｯｨｭB�出展内容 偬�5x�"�

l 滴ﾈ�(苓����｢�美濃刀の粋・ 飛騨一刀彫の妙 ��Eｸ��ti;��！ 刮ﾁ地　宣一 

5月6日（月） 剴c口　慶昭 

2 店ﾈ��)?ｨ��?ｨ�｢�二人展 ��ﾈ�|x謦�揵�ﾉ?ｨ�&｢�I ����稲�,h5(4898�R�

6月16日（日） �(�(,ﾈ����ﾂ�
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8月4日（日） �SSSs郁靼x,ﾈｴﾉ��ﾂ�
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11月4日（月） 俯Y_8,ﾉOﾈ-b�会 

6 ���ﾈ���?ｨ����｢�創作人形の世界 ����｢�迄皐��,����！ ���ﾎｨ.�*�*�.��

12月23日（月） ��ﾈﾆ�+ﾘ+�-b�

7 兌ﾙ�ﾃ�ID��楽しい世界の 資料紹介展 ～ヨーロッパ・ 北アメリカ・ 丶8､�?ｩgｹ�ﾂ�
1月4日（十） 刳w校派遣岐 

I 剔′ｧ教師の 

2月11日（火） 刮� 
オセアニア編－ 

8 �(ﾈ��i?ｨ��?ｨ�｢�リメイクの美 ～地球に優しいリサ イクルトールペイン トクラフトの魅カー ��！ 3月23日（日） 刳♂Y七央美 

（3）展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示リーフレット「マイ・コレクション」を各回の展

示ごとに発行した。辛成14年度は7年度からの通番で、

第55号から第62号まで発行した。

（4）出展者による解説・講演・実演等の開催

来館者に対して、出展者による教室、講演、コンサー

トを以下のように開催した。

〇第4回「折紙の魅力」
・「折り紙教室」

期　日　平成14年8月25日（日）

参加者　午前の部：10時00分－12時00分約30名

午後の部：13時00分－15時00分約30名
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場所　岐阜県博物館本館講堂

講師　岐阜折紙会のみなさん

恐竜、動物、昆虫、花など、夏休みの作品にもなる、ふ

だん折ったことのないような折り紙に、雉易度に分けて

実施した。岐阜折紙会のみなさんと共に、折り紙のおも

しろさ、楽しさを体験していただいた。

〇第6回「創作人形の世界」
・「コンサート～人形たちへのアンソロジー～」

日　時　平成14年11月30日（口）

開演14時（開場13時30分）

出　演　貞平　純子さん（メゾ・ソプラノ）

賛助出演　新井　路子さん（ソプラノ）

ピアノ　伊藤千枝子さん

場　所　マイ・ミュージアム3階ハイビジョンホール

曲　目　「愛」、「青い小鳥」、「深秋」

「小さな木の実」、「アヴェ・マリア」

「グリーン・スリーブス」

「アメージング・グレース」

チェンバロ曲・・他

ii‾‾‾一端．‾誓警 ����

i＿薬 懸 ����^��J����葦詩′一議 � 

ーir 剿｠ ����x��������������‾了 ������ 

∴　一書寡 剪�

霧墾i ��藍藻轟音臆臆動轢 

出展者、永井さんのお知り合いで声楽家の貞平さん、新

井さんをお迎えし、今回の展示作晶に寄せる曲を披露し

ていただいた。各地でのコンサートで活躍中の貞平さん

等の美しい歌声による、すぼらしいコンサートだった。

〇第8回「リメイクの美」

リサイクルペイントクラフト教室

期　日　平成15年3月21日（祝・全）

参加者　午後の部：13時30分へ15時30分　20名



場所　岐阜県博物館本館講堂

講師　椙浦七央美さん

∴　∴∴ 　：∴∴ ��

9 ∴′子 

軽つ　ii雪≡ 

夢 、∴∴∴ 貴 ��一∴ 瞬 ▼・∴ヽ 

出展者の椙浦さんが実践しておられる、リサイクルペ

イントクラフトを体験していただく教室を実施した。材

料はリサイクル品ではなかったが、サンプルとしてポー

チやメガネケースにペンにとしていただいた。参加者が

各家庭で実践できるよう、筆や絵の具も持ち帰っていた

だいた。家庭で実際のリサイクル品をl）メイクする「生

活ペイント」の方法を楽しく学んでいただいた。

各展示において、出展者自らが積極的に会場内で展示

解説を行った。出展者は来館されるたびに展示内容の見

所などの解説をし、来館者との交流も深まった。

来館者からも、出展者ならではの話が開けて大変有意

義だったという感想を開けた。各出展者も、来館者の質

問や意見などを聞いて大変勉強になったり、視野も広

まったり、同好者も増えたりと好評だった。

（5）博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、7名と3団体に同人登録証を

発行した。

（6）平成14年度の出展申し込み

刀装具、押し花額、油彩画、日本各地の伝統的和風の

復元作品、野鳥のペン画、花嫁衣装のコレクション、海

外日本人学校帰国教師の会の海外コレクション、エアラ

インの写真作品など、県内各地から計8件の申し込みが

あった。めずらしいコレクションやバラエティに富んだ

星涯学習の作品の申し込みが増えている。

（7）マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日　平成14年10月11日（金）○場所　本館会議室

○議題

①これまでの展示の経過と課題について
・個人コレクションとともに生涯学習の作品や団体から

の出展が多く、バラエティに富んだ企画になっている。

・美濃の刀剣と飛騨の一刀彫の二人展では、美濃と飛騨を

代表する匠の技の紹介で美術工芸の愛好家が遠方より訪

れた。切手とコインのコレクションとヨーロッパの旅行

写真の二人展では出展者が頻繁に来館され、来場者に数

多く対応された。故人となった軟式野球審判員が生涯か
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けて達成した大記録を紹介する展示は、その内容のおも

しろさからマスコミに数多く紹介された。折り紙作品の

展示では、出展者がほぼ毎日来館され、会場内で来揚者

に折り紙教室を開き、大変好評だった。「万国博覧会の葦」

は全国的にも珍しい毎外からの里帰りコレクションであ

り、内容の濃い展示であった。女性に大変人気のある創

作人形作品の展示では、期間中、プロの声楽家によるコ

ンサートの開催し、好評を博した。海外の口本人学校帰

国教師の会の展示では今年度の展示で海外のすべての地

域を　一巡した。国際理解と総合学習の関連で、教育界の

今日的課題に対応する展示だった。「リメイクの美」は、

捨てればゴミとなるものを、生活に潤いをもたらす美術

作品としてリサイクルした作品展でその着眼点から現在

の社会の課題にマッチした企画としてマスコミに多く紹

介された。
・今回の内容で報告したように、すでに数多くの催しもの

が開催できて、来館者に大変好評を博している。今年度

も、ハイビジョン静止画番組の作品を展示内容に合わせ

て制作、上映でき、向春を充実させることができた。

・平成14年度の出展者の出身地も、飛騨方面も2名あり、

県内各地からの出展でバランスがとれている。
・せっかくのすぼらしい展示が多いので、より広く、積極

的なPRを工夫することが望まれる。

②平成15年度展示計画及び今後の課題について
・マイミュージアムギャラリーは大変いい企画であり、期

待している。たくさんの申込があるので、その運営は雉

しいと思われるが、新しいものやめずらしいものなど期

待できる申込があるので、計画的に出展してもらえるよ

うにしたい。

○委員の構成（50音順）

氏　　名 冩������������R�

委員 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

′′ 舒)68���ﾉu��会社会長 

〟 �9:���u9���前岐阜県博物館長 

〟 ��:���肢���岐阜県地域女性団体協議会長 

〟 佩9:���諸Wb�岐阜県市長会長 

ノン 仞�68�����ﾒ�岐阜県議会教育警察委員会委員長 

〟 俚):���4騏��岐阜県公民館連合会長代行 

〟 �69(h��ﾔｹu��肢阜県町村会長 

〟 �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

〟 傴ﾉ68���爾�関市教育委員会教育長 

〟 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蔗�岐阜県博物館協会副会長 

〟 亳y68����dﾂ�岐阜県芸稿文化会議会長 

会長は苫田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。



〔岐阜県図書館収集資料展示〕

1展覧会名称

「古地図の世界　一古地図にみる中山道－」

2　開催期間

平成14年10月5日（土）～11月10日（口）

3　主催

岐阜県図書館・岐阜県博物館

（岐阜県図書館・世界分布図センター職員と展示計画の

時点から打ち合わせを重ね、展示作業・撤収作業なども

協力して行った。）

4　趣旨

岐阜県図書館・坦界分布図センターでは、平成13年度

から古地図（山下コレクション）の購入を継続的に始め、

寄託分を含めたその活用のために、展示を実施している。

本年度も平成13年度に引き続いて、岐阜県博物館での展

示を行った。平成14年は、中山道開設400年にあたり、

県内各地で中山道に関する催しが行われた。古地図の展

示においても、「古地図の世界一古地図にみる中山道－」

と題して、「中山道」を中心にした内容の展示を行った。

今回は、同時に岐阜県博物館の特別展「中山道」が開

催されたため、互いに補完しあう展示となり、意義深い

ものとなった。

5　展示内容

（1）道中凶

「木曽道中勝景行程記」や「中仙木曽道中記」など中山

道（木曽道中）を中心にしたものから「大日本道中細見

記」や「海陸道中大日本早引道中記」など日本全体にわ

たる道中記を展示した。「木曽道中勝景行程記」は、折り

本形式で全長17m余もあり、すべてを展示できないので、

県内の部分を展示した。また、「中仙木曽道中記」も綴じ

本で、見開きしか展示できないため、デジタル技術を使っ

て、現代の地形図を繋ぎ合わせて中山道のコースを示し

た剛こ「中仙木曽道中記」の展示できない県内の部分を

貼りつけて紹介した。

∴∵∴－∴蒔∴∴∴読∴∴亨：÷：∴∴∴∴：笥㌻ 
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大日本道中細見記　友鳴松旭（図）（江戸時代）

19－

（2）中山道沿町絵図

中山道の東西にある江戸と京の町絵図をはじめ、県内

では、垂井、加納、太田、大井の同宿の絵図を展示した。

県内の宿場絵図は、岐阜市歴史博物館、岐阜県歴史資料

館、中山道ミニ博物館から借用した。

恵那郡大井村絵図　作者不詳（1872年）

（3）中山道沿線の国々

中山道が通過する国々の絵図を展示した。束から武蔵

国・上野国・信濃国・美濃国・近江国・山城国の6図である。

近江国細見図　山下重政（作）（1742年）

（4）中山道沿線の名所旧跡

中山道の沿線にある神社仏閣、温泉などの名所旧跡の

図を展示した。

谷汲山全図　左脇三郎（編）（1890年）

（5）広域凶の中の中山道

「木曽三川川通絵図」、「信州筑摩郡木曽図」、「富士見十

三州輿地全図」など中山道が描かれた広域図を展示した。

富士見十三州輿地全図　秋山永年（作）（1842年）



〔（財）岐阜県文化貝拙呆護センター発掘速幸隈〕

1調査研究

「いにしえの美濃と飛騨」

2　開催期間

平成14年11月16日（土）～12月15日（日）

3　趣旨

（財）岐阜県文化財保護センターは、県内各地で埋蔵文

化財の発掘調査を実施し、岐阜県の歴史を解明するうえで

貴重な資料を提供している。今回は、平成12・13年度に

調査・整理を行った遺跡を中心に、その成果を紹介した。
」 劔ｽITﾙyR� 剪� �� 
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展示会場の様子

4　展示内容

入口で来館者を迎える立ちケースには上岩野遺跡出土

の有孔鍔付土器や装飾品、石棒、土偶などを置いた。有

孔錆付土器はボリューム豊かな造形で目をひくが、今回

はこの造形を可能にした工夫も知ってもらおうと考え

た。縄文土器の模様は、土器の表面に刻んだり貼り付け

たりしてつけるのが一般的である。しかし、あまりボ

リュームある模様は重くて火が通りにくく、貼り付ける

ことが難しい。この土器は内側から模様を押し出すよう

にして製作している。縄文土器製作技術の常識にとらわ

れない工夫が、この造形を可能にしたのである。土器を

高い土器台に据え、穴の空いた底部に鏡を置き、内面の

凹凸を見られるようにした。土偶は編み込んだ髪型が表

現された貴重な資料であり、編み込み部分がケースの横

から観察できるようケースの隅近くに置いた。

展示は地域毎に構成し、飛騨（上岩野遺跡、保別戸古

墳群）、西濃（尾元遺跡、寺平遺跡）、中濃（重竹遺跡、岩

井戸岩陰遺跡）、可児加茂（相田遺跡、金ヶ崎遺跡、藤田

坂遺跡）、束濃（丸石古窯跡群）という順に並べた。展示

資料の総点数は約300点。各遺跡の展示資料は、出土遺

物の中から調査担当者が選択したが、並べられた物から

調査担当者の視点も読みとることができる。珍品優品の

類ばかりでなく、地味であっても遺跡の所在する地域の

歴史を物語る資料が選ばれていた。
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触察のために2台のテーブルが準備された。1台には縄

文土器、LIi茶碗、近世陶器の破片が並べられ、各時代の

焼き物を触り比べられるようにした。もう1台には山茶

碗の接合資料が、接合していない破片の状態で並べられ、

接合作業を体験できるようにした。子どもから大人まで

パズル感覚で接合を試みるようすが見られた。

会期中、5000人を超える来館者があった。また、小学

校・中学校などの団体入館が多数あり、団体に応じた解

説を行った。自分たちが生活している郷土にはさまざま

な歴史があり、貴重な埋蔵文化財が眠っていることを伝

えることができた。上・日・祝日には（財）岐阜県文化

財保護センター職員が駐在し、午後2時より展示解説を

行った。毎回、人Illができるほど好評であった。

12月1日（日）には、奈良女子大学文学部教授広瀬和

雄氏を招き、ハイビジョンホールにおいて記念講演会を実

施した。相田遺跡で確認された治水工事の跡にちなみ、「古

代の開発一人と自然の格闘の歴史－」と題し、河内平野に

おける近年の発掘成果などもふまえて、開発行為と社会シ

ステムの関わりについて話を聞くことができた。マルクス

的歴史観から、生産性向上による余剰の獲得が社会を発展

させたという構図が描かれがちである。しかし、広瀬氏は

分業（各地で環境に適応した経済体制を確立する段階）や

開発行為（自然的制約を克服しようとする段階）が社会シ

ステムの複雑化を促したという因果関係を強調された。

100名を超える熱心な参加者があった。

＜おもな展示遺物＞
・上呂野遺跡（清見村）

縄文土器・ミニチュア土器・土偶・耳栓・垂飾・石

器・石製品など
・保別戸古墳群（国府町）

磨製石鍛・土師器・須恵器
・尾元遺跡（藤橋村）

縄文土器・石製品・石器
・寺平遺跡　〈藤橋村）

縄文時代の石器・庚粕陶器
・重竹遺跡（闇市）

「美濃国」刻印入り須恵器・鎌倉・室町・江戸期の陶

器類・石鍋・鍛冶関連資料など
・岩井戸岩陰遺跡（武芸川町）

石器・弥生土器・古墳時代の玉など
・柿田遺跡（可児市）

堰構築材（古墳時代の高床建物建築材）・畔の構築材

（鎌倉時代の寺院建築材）など
・金ヶ崎遺跡（御嵩町）

弥生土器・鋼鉄・玉など
・藤田坂遺跡（可児市）

弥生土器
・丸石古窯跡群（土岐市）

人物像頭部・鶴の線刻入山茶碗・岬菜硯など



〔調査研究・資料収集活動〕
一自然部門－

1調査研究

＜動物分野＞

（1）チョウ類のルートセンサス

関市小屋名百年公園内で、中島和典氏（博物館サポー

ター）とチョウ類のルートセンサスを行った。調査期間

は3月から11月までとし、月2回、可能な限り快晴で無

風の日に調査を実施した。調香ルートは、アカマツ林、コ

ナラやアベマキを中心とした雑木林、草原など多様な環

境が含まれるよう脅意し、設定した。

今年度の調査では、43種541個体のチョウ類が記録さ

れた。

テングチョウ

（2）柳原コレクション

長輿標本店の所在と長輿採集の小笠原産メグロについ

て、蒔田賢一氏（我孫子市鳥の博物館学芸員）と共同調

査した。

その結果を鳥学会2002年大会で「柳原鳥類コレクショ

ン（1）長輿標本店のメグロ標本」という演題でポスター

発表した。
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長輿標本店のメグロ（岐阜県博物館蔵）

折居彪二郎から柳原要二への書簡について、斉藤郁子

氏（琉球大学非常勤講師）と共同で翻刻し、両者の関係

を考察した。

その結果を当館の研究報告に「折居彪二郎から柳原要

二への書簡」として執筆した。
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＜植物分野＞

（1）山菜・キノコの植物調査及び資料収集

宮村を中心にて飛騨地方の代表的な山菜・キノコの植

物調査を行った。特に来年度は特別展の開催年であるこ

とから、特徴的な山菜・キノコを主に調査した。

特別展示の資料として、できるだけ標本を採集したが

乾燥標本にすると展示できないものも多く、そういった

植物種や個体数が極端に少ない種に限っては、採集しな

いでスライド等の二次資料にとどめた。

○山菜関係

キクイモ（キク科）HelianthuslubeIぴuS

クズ（マメ科）pueIarialobata

サワアザミ（キク科）cirsiuInyeZOe′1Se

ジュンサイ（スイレン科）Bmasenia．†tihreberi

スイバ（タデ科）Rume，ra。etOSa

セリ（セリ科）oenanthejavanica

ソバナ（キキョウ科）AdentphomlemOti／loItl

タカノツメ（ウコギ科）El，Odiq，anaXinn6時，anS

Oキノコ関係

ベニテングタケ（テングタケ科）AInaI証aInuW。aria

グ）タケ（モエギタケ科）NaematoloIna∴甑blateriliLLm

チヤナメツムタケ（モエギタケ科）ph（）liolalubrica

ムラサキシメジ（キシメジ科）Lepista′初め

エノキタケ（キシメジ科）Flammuli′7aVell旬，e。y

ムキクケ（キシメジ科）助nellus▲SeIOtin祐？

サクラシメジ（ヌメリガサ科）勘g′1，pho′研ruSSula

（2）ジオラマ作製のための調査

高山市の朝市で販売等されているキノコを特別展示で

再現するためにキノコの形態・生態を調べた。
・ショウゲンジ（フウセンタケ科）Ro諦escapaltlta

・タロカワ（イボタケ科）Bolet（研i。Tleucomelas

・ホンシメジ（キシメジ科）Ly印hyllumShimeji

・スギヒラタケ（キシメジ科）pleum。ybellaporrigeni～

・ムキタケ（キシメジ科）FbITe／ILL。t・SeI0万IuLS

・ナメコ（モユキタケ科）pholiotClnaIIWko

・コガネタケ（ハラタケ科）phaeo／epiolaauret



〈地学分野〉

（1）化石調査

白鳥町有徹白地域に分布する手取層群における化石の

産出状況を把握するための現地調査を行った。これによ

り調査地域の手取層群の岩相や化石の産出状況の概要を

把握することができ、手取層群より産出する化石の調査

および採集を行う岐阜県博物館化石調査グループにおけ

る今後の調査の方向を検討する」での情報を得ることが

できた。

荘）旧す御手洗地域や牛丸地域、上宝村福地地域の化石

産出地の露頭の様子や化石の産状等を写真に記録した。

これらの写真は平成15年度資料紹介展「ようこそ　化石

の世界へ！」の展示に使用する予定である。

（2）岐阜県博物館化石調査グループによる調査研究

①　調査の経緯

今年度より、手取層群の地質と産出化石を明らかにす

ることや化石資料の採集を目的とした岐阜県博物館化石

調査グループを発足した。これは一昨年度まで行われた

岐阜県恐竜化石学術調査団の活動を引き継ぐ、と共に、特

に化石資料の野外収集面にも重きを置いたものである。

岐阜県内に分布する手取層群については、岐阜県恐竜

化石学術調査団によって、荘川地域、大白川地域、神岡

地域の調査研究が行われてきた。そこで、今年度は、調

査団による未調査地域のうち、古くから化石の産出が知

られながら地質区分等が研究史の上で明確になっていな

い古川および河合地域を選定し、調査を行うことにした。

②　調査の概要

今年度の調査は、7月23日－26日（前半）、8月22日

－24日（後半）の2回に分けて行った。合計7日間にわ

たり、延べ調査人数は64人にのぼった。

調査範囲は、古川町信包周辺から西方の小鳥潮にかけ

ての地域で、湯峰峠周辺の山地、稲越用より南北へ派生

する支谷流域の山地、小鳥潮へ注ぐ支谷流域の山地など

が含まれる。
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手取層群と濃飛流紋岩との境界付近の調査

本地域の調査は広範囲のため2ヶ年を予定している。本

年度は、手取層群と濃飛流紋岩や船津花南岩類との境界

－22－

部を詳しく調査することにより、手取層群と両層との関

係を明らかにしようとした。

また、化石産出場所を見つけ、貝類や種物の化石を採

集して種構成等を明らかにすることや、堆積相を詳しく

観察することにより、河合地域や古川地域の占環境を推

定するための情報を蓄積しようと考えた。

③　今年度の調査の結果

稲越川流域の調査地域では河合村山王付近において、

左岸よりやや北よりの数地点で手取層群と船津花崗岩類

が断層で境界をなすことを示唆する露頭が認められた、⊃

また、墳界部のやや南では手取層群の傾斜が90　近くに切

り立っているなど、両者が断層で境界をなす事を支持す

るような事実も見つかっている。

河合村山王地区の小谷上流、脇各地区の飛騨かわいス

キー場および脇谷の東側に位置する谷の上流において、

手取層群と濃飛流紋岩が境界を成す露頭を認めることが

できた。これらの観察や地層の分布のしかたなどから、飛

騨古川図幅に示されるような両層が大きな断層によって

境されているという解釈ではなく不整合関係にあること

が明らかになった。

今回の調査では、調査地域より数十カ所にのぼる化石

産地を認めることができた。また、そのうちの採集可能

なおよそ20カ所より化石を採集することができた。現在

詳しく同定中であるが、そのほとんどは二枚貝や巻貝な

どの貝類である。

全体的に産出個体数が少ないうえ化石の保存状態も良

くないため、同定が非常に困難で、定量的な考察は難し

い。
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調査地域における化石採集の様子

採集化石を概観したところ、非海棲員化石、汽水一浩

棲貝化石、海棲貝化石などがみられる。

これらのことから、調査地域の堆積状況について、海

成層一汽水成層間の変移が′印唆され、堆積環塙の変化を

ある程度推測することができる。

今後、採集化石の同定をすすめ、それらをもとに調査

地域全体の堆積環境を明らかにしていこうと考えてい

る。



2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成15年3月31日現在）

分　野 亊��������������������������劔借　用 弍����R�館蔵 催用合計 寄託 
実　物 兒����ｲ�自作等 その他 亊����B�ﾘxﾇb�（） 寄贈回数 

動　　物 �38�3#s��16 ��3"�33，418 ������3イ��｢�0 ���33．418 

植　　物 �#H�3c3��74 �����24、895 ������3��x�｢�0 ���24、895 

若石鉱物 �(����"�5 都2�2，170 ��鉄CX�｢�18 ���2、188 

化　　石 ��3涛��52 �#B�2，066 �����3�s��｢�48 �#��2、142 

そ　の他 田2�22 ��c��253 ���#��｢�0 ���253 
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3　資料寄贈者芳名一覧（敬・順不同）

一一一躍‾ 　∴∴ 芸猪1－讃 ��謀議妾欒窪一一 〇m∴∴ 

寡言＝㌫圏 � �����一一一＿勢涜 
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ミナミウミカワウソ

賓　　科　　名 侘8���B�芳　　　名 俯�������{��������B�正　数 囘h������kﾂ�

外来動物 迭�i出口昇 �4�8�484�7ﾒ�1 亰I)��9;��

ダチョウ（、足骨） �"�白木敏男 �6�485�4ｨ��8�5x8ﾓ"�3 冲ﾉD靠h��駟����

コウモリ他2点 �2�千藤克彦 �5h5���Z蔚ygｲ�230 兀�H��jｲ�

チョウゲンボウ ���桑原久男 ��ﾉEｨ,ﾉ��Z蔚ygｲ�758 ��Y,ｸ+ﾘ*h�Xﾔﾉ68�����

クロジ ���中島和典 ��ﾉ>ﾉ&霎i��Z蔚ygｲ�180 ��Y,ｸ+ﾘ*b�

タヌキ ���畠田祥子 冖��ieY��蝎��Z蔚ygｲ�2500 佩9��ﾙk��

ノ〈ン ���今井雅之 �;Hﾌｹ�ｨ蝎��Z蔚ygｲ�15 �ﾉ�ﾉ+ﾈﾔ��

アオジ（幼鳥） ���織戸滴紀雄 弍)Xﾉ{ﾉ.���Z蔚ygｲ�250 傀ｨ���峇�

チョウセンイタチ ���大野哲也 儖ﾉ¥��ｨ蝎��Z蔚ygｲ�122 ��Y�)�ｨ���Y�駅�Eh���

ミナミウミカワウソ ���富野中学校 亶ｹ�ｨ蝌顥Z蔚ygｲ�300 仞��慰��｢�

フクロウ ���熊崎弘一 乂ﾘ鉑*ﾈ蝎��Z蔚ygｲ�50 亶ｸﾞ���=R�

オオタカ ���加膝　香 亶i�9�ｨ�Xﾞ(��ｨ蝌5h5��ｲ�60 估从ﾈ蹣&｢�

ウグイス ���清水久智 �7X4�8ｨ8�4R�l 傀�ｸ���(���

野々倉鉱山鉱石 ���小郡比小学校 ��

4　購入・委託作成資料一覧

寮　　科　　名 �5����B�購　入　先 倬�����{�����kﾂ�日　数 俎x��?ﾈ���b�

鳥類は〈製 �#"�東京内田科学祉 �6�48488ﾘ4�4�4ｨ7�:ｨﾙﾂ�1 �7�8X�ｸ5x4�8�48987ﾈ�ｸ6r�

ほ乳類は〈製 ��"�東京内田科字社 �4�8(7�6x6h��Z�ｹ���1 ��XﾕﾙhHﾔ逸��

恐竜化石等レプリカ ����ゼネラルサイエンス �4ﾈ6ﾘ5(8ﾈ7h8ｨ4｢�6 偃�ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��
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ナウマンゾウ復元模型 ���西尾製作所 �7�(陷I��YY?ﾉUygｲ�5 偃�ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

エビ等実物化石 �2�京都科学 ��
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一人文部門－

1調査研究

＜考古分野＞

○展示資料に係ること

人文l展示室に展示中の尖頭器3点について、その製

作作業の詳細な検討を行った。現在の石器研究において

シェーン・オペラトワール（動作連鎖）はきわめて重要

な視点となってきている。石器製作を行為という視点か

ら分解すると、対象物に打撃・押圧を加える「剥離行為」

と、対象物を回転させて作業面を転移させる「転換行為」

の繰り返しとしてとらえることができる。これらの作業

について考察し、詳細は『岐阜県博物館調査研究報告』第

24号に掲載した。

また、常設展示に発掘資料の増加や研究活動の成果を

反映させられるように随時展示替えを行った。

○岐阜県の文化に係ること

（財）岐阜県文化財保護センター、その他の機関によっ

て発掘調査された県内・近県の遺跡や出土遣物について

調査を実施した。飛騨における縄文時代資料の増加、研

究の進展はめざましい分野の一つであり、（財）岐阜県文

化財保護センター資料展示コーナーに反映させようとし

た。前期に「飛騨の縄文土器」、後期は「飛騨の土偶」と

して、丹生川村西田遺跡・若垣内遺跡などで出上した資

料を展示した。

また、県内各地で地域をテーマとした研究が盛んに行

われているが、そうした地域研究の動向についても調査

した。

＜歴史分野＞

○平成14年度秋季特別展「中山道」展に係る調査研究

美術工芸担当と協力して、中山道に関係する資料の調

査・研究を行った。歴史分野では、中山道美濃十六宿の

本陣・脇本陣などを中心に調査し、本陣什器類や伝馬札、

高札、旅籠看板などを展示することができた。

○岐阜県の文化に係る調査・研究

平成14年度資料紹介展「近世ふるさとの文人たち－石

田コレクションより～」に向けて、資料の検討を行うと

共に、梁川星巌や江馬細香、村瀬太乙などの人物や、彼

らを輩出した大垣・上有知などに関する調査・研究を行

い、展示に役立てることができた。

また、平成15年度日本まんなか共和国博物館交流事業

特別企画「奥美濃の山岳信仰と文化の交流」に向けて、白

山信仰や高賀山信仰などについて、その文化の広がりや

交流等を中心に調査した。

－24－

＜民俗分野＞

○日本まんなか共和国博物館交流事業特別企画に係る調

査研究

平成14年度の「よみがえる幻の宮一斎宮歴史博物館所

蔵品紹介展－」のため、三重県の斎宮歴史博物館の指導・

協力を受けながら展示資料を選定し、参考資料として県

内の資料若干を加えて紹介展を行った。とりわけ書籍・

絵画等は本県初公開となる資料を数多く展示することが

できた。

○平成15年度特別展「昭和、くらしの歩み～30年代を

中心に－」に係る調査研究

高度経済成長にともなう便利で新しいくらしと、昔な

がらの〈らしの両方がみられた昭和30年代を申高二、生

活関連資料の調査と研究を行った。とくに博物館友の会

に資料募集を呼びかけ、初期の家電製品や現在ではみら

れなくなった生活用品などの貴重な資料を数多く調査

し、収集することができた。また、昭和30年代に作成さ

れたスライド等についても、所蔵者のご理解のもとに特

別展での展示活用を図っている。

＜美術工芸分野＞

○平成14年度秋季特別展「中山道」展開催に係る調査研究

平成14年は、慶長7年（1602）に徳川家康が中山道に

伝馬制度を制定して400年になることを記念して、中山

道にちなむ資料の調査と研究を行った。特に美衝部門で

は「楽宮iこ向絵巻」や椿樺山「山海奇貨図稿本」、大雅重

義亮「濃州観音巌真景図」など江戸時代に美濃の中山道

を訪れた画家たちによって描き雷められた作晶を調査

し、特別展において出品公開することができた。これら

は岐阜県はもとより東海三県でも公開されるのは初めて

であり、その作品は「中山道」展の共同図録に写真が掲

載されており、今後の郷土研究に役立てていただければ

幸いである。



2　資料数一覧

分　　野 們���Z��複　製 俾俥ﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（内寄贈数） 倆���w��寄　託 ��ﾘ��ﾇb�

考　　　古 店�3Ss"�164 鉄"�5，788（5，376） 鼎途�187 塗�3Cs"�

歴　　　史 �(�3C#2�34 ��#"�2，579（2，326） �#��163 �(�3sc"�

民　　　俗 店�3�#b�1 ���5，127（5，123） �#Cr�114 店�3Cモ�

美術工芸 塔迭�17 ���912　（271） �#c2�1，814 �(�3塔��

計 ��H�3��b�216 ��sB�14，406（13，288） ���3�#r�2，278 ��x�3s���

3　資料寄贈者芳名一覧

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

大垣市昼飯町東山田古窯出土 都��安藤　和男 

須恵器 

笠松町藤掛遺跡出土土師器 �3��′′ 

垂井町大滝採集石器 ��"�ケ 

各務原市稲田山西部出土須恵 �#���ケ 

器・土師器 

羽島市正木町天満屋濃大橋下 鉄���′′ 

流出土土師器 

長良大橋下流採集土師器・須恵 ��s���ケ 

器・陶器類 

軍帽・軍隊手帳等軍隊関係資料 ��r�川島　　武 

陸軍用複写用紙等 �"�宮崎　　惇 

東京大空襲秘録写真集 ���後藤　司朗 

石鉄 �#B�篠田貴美子 

貨幣関係資料 都#b�〟 

金華山焼 �3��′′ 

古鏡 �##r�〟 

人足札・伝馬札 迭�浅見専一郎 

土人形 迭�河合　喜一 

柳行李 ���野田　清影 

川舟の帆 �"�横山　　実 

濃尾大震災横死者三十七回忌 ���奥村　正彦 

供養ポスター 

ベントウバコ他生活資料 �#��廣田　富枝 

トースター ���柳原　良一 

電気コタツ ���宮崎　　惇 

弁当保温器 鳴�〟 

扇風機他生活資料 �##r�林　　道生 

テレビ受像機他生活資料 都r�各務　賢司 

電子卓上計算機 ���柴田　　仁 

バン・デ・グラフ起電機他教材 ��b�富野中学校 

ワードプロセッサー他生活資 釘�後藤　常明 

料 

ワードプロセッサー ���笠原　芳雄 

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

顕微鏡他教材 �#���大垣北高等学 校 

和文タイプライター ���安藤　和男 

絵葉書 ��CCB�尾澤　　侃 

和菓子の木型 �#r�和田　博義 

美濃国長良川烏鬼行之図 ���岐阜県博物館 友の会 

歌川国芳赤坂の宿にて牛若丸 ���岐阜県博物館 

斬強盗 剽Fの会 

歌川国芳太平記英勇伝勇士左 ���岐阜県博物館 

馬之助光春 剽Fの会 

吉田草堂飛鴨図 ���岐阜県博物館 友の会 

三代歌川豊国鬼面山不知火取 ���岐阜県博物館 

組図 剽Fの会 

岐阜県近代交通資料観光案内 田��岐阜県博物館 

地図類 剽Fの会 

暮らしの手帳 �#�"�杉山　恒良 

日本野球双六　他昭和の玩具 湯�野村　真言 

4　館蔵資料購入作品一覧

資　　料　　名 �5��B�作　者　名 

西上田神社他神社関係資料 鉄R� 

万歳皇代能豊兆 ��� 

東海道五十三次道案内木曾街 ���歌川芳豊 

道筋 

濃州長良川鵜飼図 ��� 

濃州観音巌真景図 ���義亮 

美濃国赤坂宿熊坂夜討之凶 鳴�歌川芳虎 

金彩中国故事図茶碗 鳴�成瀬誠志 

白真弓肥大右衛門 鳴�三代歌川豊国 

明七橋刷物 ���Ii闇千虎 
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ーマイ・ミュージアム部門－

1博物館マルチメディア情報ネットワークシステム

来館者、一般県民及び学校等への博物館情報の提供、イ

ンターネット環境の整備、マルチメディア環境の一層の

充実を図ることを目的として、博物館マルチメディア

ネットワークシステムが再開発され、新システムが平成

14年8月1日から稼働した。

今回の再開発により、従来のシステムから以I、‾の4点

が強化及び追加された。

①博物館収蔵品データが直接インターネット上に公開

できる。

②博物館収蔵品データベースのメンテナンスが、Web

上で行える。

③マルチメディア工房で制作、編集されたマルチメ

ディアコンテンツを館内端末で視聴できる。

（D制作したマルチメディアコンテンツをインターネッ

ト上に公開できる。

： 十十 剪� ��������ﾈﾏ����∴∴　∴ 

墜i � 俘ﾈ耳ﾘ(������ﾈ�ﾈ������������������耳爾�

三一‾管三、 ∴∴ 1‾i“i窯‾‾ ��h耳ﾜｹK��迄������ﾇx�3����

∴「 ÷∵－∴÷ �� ��∴言出∵一幸「∴÷∴ � 

1→ �b� 佩ﾈ��ﾙ���� ����

∴∵∴一子∴一∴吋「 册i－省　一 ��b� 

2　マルチメディア工房・ぎふの整備

（l）ハイビジョン静止画ソフト制作

マルチメディア工房では、岐阜県の情場づくりの一環

として「マルチメディア工房・ぎふ」第1号が平成7年

10月1日に当館内にオープンした。以来、県民のマルチ

メディアソフト制作支援の場として一般に開放してお

り、今年度もサポーターの協力を得て以下の活動を行っ

た。

①高校生対象のハイビジョンマルチメディア制作講座

を7－8月に計5回開催し、高校生6名（関商工

高、関高校）が参加し、作品の制作に取り組んだ。

②マイミュージアムギャラリー関連の静止画作品を制

作した。

（2）ビデオ・オン・デマンド・システム（VODシステ

ム）の整備

今年度、VODシステムが新規に整備された。VODシス

テムは、博物館で収集・展示した資料をマルチメディア

コンテンツとして制作、編集を行うためのビデオ編集装

ー26－

置と制作されたマルチメディアコンテンツをデータベー

スとして保管し、館内にある端末で自由に視聴すること

ができるMPEG配信サーバで構成されている。

これにより、今後本館で所蔵するマルチメディアコン

テンツは、一般の方々にインターネット上で幅広く視聴、

活用していただくことが可能になった。

今年度は、現在までに博物館で制作したマルチメディ

アコンテンツの囚「岐阜県の自然と美」「趣味と文化」「歴

史と文化」等7つのテーマ別に27作品を館囚公開し、来

館者に視聴していたたいている。

3　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディ

アソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介やハイ

ビジョン映像の定期上映・博物館講座会場としての利用

のほか、外部団体の見学や講習会・イベントなども積極

的に受け入れ、そのサポートをしながら多様な活用を

図った。

・風土記・環境映像・映画・衛星放送・手作り番組等の

ハイビジョン上映

・博物館講座・たのしい博物館

・特別展「温泉展」開場式

・幼稚園・小学校の課外研修

・オリジナルコンサート等の音楽会

・その他　各種研修会、講演会

ハイビジョン映像の上映では、夏休み・春休みの期間

中、借用ソフト「世界の自然遺産　屋久島」「世界文化遺

産・原爆ドーム　起れ！ありし日々」「荘厳の匠　二条城

障壁画復元」等を上映しました。また、「日本むかし話」

「世界名作童話」等のアニメーション作品や「里山」「白

神山地」「四季上高地」「四季尾瀬」等の自然とのふれあ

いを描いたDVD作品を上映し、親子を中心とした来館者

に楽しんでいただいた。

マルチメディアスタジオでは、20台のレファレンス装

置を運用し、常時風土記映像の閲覧ができるよう整備し

ている。今年度は関市の小中学校の体験学習の・環で、地

元の産業や文化を調べる手段として、多くのクラスの児

童・生徒に活用いただいた。

∴∵ 誠一÷ ‾※ i薬騒一諜 剪� 劔剪� ��
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4　デジタルアーカイブの制作

昨年度に引き続き、県商⊥労働部産業情報課所管の地

域情報文化育成事業の採択を受けて、当館の所蔵資料の

デジタル化を行った。この事業は、後生に継承する必要

のある地域固有の文化遺産、伝統芸能等をデジタル化し

て保存するデジタルアーカイブを推進することにより地

域文化を振興し、地域の情報文化産業の育成を図るもの

で、以1、‾が、今年度デジタル化したものの概要である。

資料数 �4ｨ6(6y�B�備　考 

考　　　古 ����10 ��8鉅枴�ﾂ�

歴　　　史 塔B�120 ��8鉅枴�ﾂ�

民　　　俗 鼎R�45 ��8鉅枴�ﾂ�

美衝工芸 鉄��60 ��8鉅枴�ﾂ�

動　　　物 �#��20 ��8鉅枴�ﾂ�

岩石・化石 �#��20 ��8鉅枴�ﾂ�

植　　　物 迭�5 ��8鉅枴�ﾂ�

合　　　計 �#3B�280 ��

これらのデジタルアーカイブは、特別展会場等におい

て来館者が自由に閲覧できるようし、活用をはかった。

5I T応用講習

今年度は、一昨年度実施した総務省「情報通信投稿講

習推進特例交付金」による全国的なIT基礎技能講習を

更に発展させ、IT応用講習を行った。

内容は、「ホームページ制作」、「表計算ソフトエクセル

の学習」、「ワードによる文書作成」を各2講座ずつ計6

回行った。

指導にはマイ・ミュージアム担当職員および同人の会

ボランティア等があたった。交通アクセスが菖い場所に

かかわらず多くの参加希望者が集まり、毎回予定定員を

上回る希望があり、各講座は熱気にあふれ情報通信関連

技術に対する関心の高さがうかがえた。

また、参加者は庄倒的に高齢者や女性が多く、生涯教

育の必要性が叫ばれる中で、適切な学習の場を提供する

ことができた。

1第 ��� ��

Si詰一轟 � ��������駁撃瀦11－鶏 ��ﾘ�ﾈ����������� ��
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6　たのしい博物館

マルチメディア関連として「マルチメディアで調べよ

う　温泉の世界」「マルチメディアで調べよう　中LlI道」

等、年4回開催した。最近の温泉ブームや今年開設400

年を迎えた中山道人気を反映して、多くの参加があった。

また、インターネット内の様々なホームページを探索

し活用方法や利用方法を学んでいただく内容で、　一般の

方と女性を対象にして、各1回ずつ「楽しいインターネッ

トの世界」「インターネットで広がる充実ライフ」を開催

した。昨年度から新規に整備されたノートパソコンによ

V）、参加者に快適な環境で楽しんでいただいた。

書
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7　博物館講座

インターネットをはじめとするI T（情報通信技術）

が社会的に認知され、その普及には著しい進展がみられ

るが、接続方法、プロバイダの選び方、コスト、セキュ

リティ対策、活用方法等、インターネットを利用するた

めの課題は多い。

博物館講座では、こうしたインターネット技術の現状

や今後について、エピソードを交えながら紹介し、イン

ターネットの理解を通して、マルチメディアの普及啓発

をはかった。

また、講義終了後多くの希望者にインターネットを体

験していただくと共に疑問点や問題点の解消に努めた。
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〔教育普及活動〕

1概要

学習指導要領には、学校と社会教育機関としての博物

館が一体となって児童・生徒の生きる力の育成に当たる

ことが述べられている。特に、今年度から「総合的な学

習の時間」が全面実施となり、博物館利用の学校が増加

してきた。そのため、環境学習など学校のニーズに対応

するプログラムを開発してきた。また、社会見学などを

目的とした学校団体に対しては、より体験的な活動内容

をめざして工夫してきた。
一万、年間事業の充実も図ってきた。主な昨年度の事

業は、特別展（2回）、資料紹介展（2回）、日本まんなか

共和国博物館交流事業による特別企画（1回）、（財）岐阜

県文化財保護センター主催の特別企画（1回）岐阜県図書

館主催の特別企画（1回）、マイミュージアムギャラリー

展示（8回）の他、特別行事・講演会・講座・自然観察会

など年間83　回の催しものを実施した。その他、ギャラ

リー出展者の自主事業（3回）の実施により、総事業数は

101回を数えた。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、講演会（3回）、博物館講座（14回）、自

然観察会（6回）、たのしい博物館（49回）、特別行事（11

回）の計83回であった。

昨年度の催しものの主な活動概要は次の通りである。

全体的に体験的な催しもの事業への参加はどれも大変多

かった。特別行事では、「響け！和太鼓」での高校生の熱

のこもった演奏に500名近くの参加があった。また、例

年行っている「七草がゆを食べよう」では、伝統的な行

事を体験するという意味からも350名近くの参加者がい

た。今後もこれらの事業をさらに深めていきたい。

博物館講座では、パソコン関係の講座の人気が高く連

続して参加されている方がたくさんいた。また、人文関

係の講演では、歴史への興味が高い中高年の方たちの参

加が毎回多かった。今年度は歴史講座の充実をさらに

図っていく。

たのしい博物館は、小学生を含む家族連れの参加が多

い。「火起こし器をつくろう」や「竹でおもちゃをつくろ

う」など、製作を伴う事業は多くの参加者がみられ、親

子で力を合わせて作るふれあいの姿があった。

自然観察会は、植物の生態などを詳しく知りたい方と

子ども連れでの体験を重視してみえる方に分かれる。今

年度は、大人向けの観察会と小学生以上を対象にした観

察会の区別をしながら事業を展開する。

（2）入館者対応（展示解説・案内）

特別展・資料紹介展等の特別企画については、展示解

説を定期的に行い入館者に好評を博した。

特に、特別展「温泉展」・「中山道　街道400年」では、

担当者を中心に積極的に会場に顔を出し、必要に応じて

解説を実施した。また、常設展示については、解説員が

毎日2回定期的に、各コーナーを解説するスタイルが確

立できた。今年度は定期的にガイドツアーが実施できる
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ような場を設定していく。

案内についても、本館2階のインフォメーションに解

説員が常駐するようにし、来館者への誠意ある対応をめ

ざしてきた。また、依頼がなくても車椅子をご使用の方

への補助や案内などを積極的に行ってきた。

（3）学校等の活用

昨年度は、関市の「小・中学校の博物館学習のための
バス借り上げ事業」の継続や博物館とのかかわりを重視

しようとする学校の増加により、学校の博物館利用校は

のベ170校を数えた。内訳は、幼稚園（19）、小学校（126）、

中学校（13）、高校（6）、大学（5）、その他（4）であった。

地域別の利用状況は、下記のようになる。

関　　市 �38�C8�2�岐阜地区 塗�Cx�2�

愛知県 �#��C��2�飛騨地区 �(�CH�2�

岐阜市 ����CX�2�そ　の他 ��x�C��2�

愛知県の低学年の利用が大変多いのが特徴である。ま

た、岐阜地区の利用は各務原市・本巣郡・羽島郡からそ

れぞれ数枚ずつ利用されている。

また、出前授業の実施回数が12回（うち、地学関係が

6回、総合的な学習の時間として6回）、他に公民館の講

師等に招鴨されたのは、16回であった。

学校以外の団体利用も多くあり、特徴的なこととして、

社会福祉関係・障害関係が19、学校教育関係が8であっ

た。特に、老人会や公民館講座等の利用も増加してきて

おり、まさに生涯学習の場として活用されていることが

伺われる。

3　広報活動

来館者の増加をめざすためには、広報活動の充実を図

ることが必要である。そのために、一昨年度までと同様

以下のことに力を注いだ。

①新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対して

情報提供を積極的に行った。

②人が多く集まる施設にポスター・チラシの掲示依頼を

積極的に行った。

③児童・生徒に合ったチラシ・案内文書を作成し、関市

内及び近隣の学校に配布した。

④学校関係者・PTA等の会合に、文書等により、博物

館利用案内を働きかけた。

⑤関市自治会員用チラシ・案内文書回覧を活用した。

⑥名古屋や垂井のイベントで直接チラシの配付をした。

4　博物館実習生指導

7月29日（月）から8月2日（金）までの5日間、東

海女子大学（5名）・岐阜大学（4名）・岐阜女子大学（3

名）・岐阜聖徳学園大学（3名）・高知大学（2名）・愛知

教育大学（2名）・名城大学（2名）・名古屋芸術大学（2

名）・金沢美術工芸大学（1名）・愛知大学（1名）・東京

女子大学（l名）・茨城大学（1名）・愛媛大学（1名）・皇

学館大学（1名）・立命館大学（！名）の15大学から30

名の学生を受け入れ、実習生指導を学芸部職員全員で

行った。実習生が具体的な実習を通して、充実した実習

体験をすることができるよう工夫した。



5　資料の貸し出し

分野 亢���������ｭh��������kﾂ�倬���������怦��������kﾂ�劍ｯｨ����ｭH�僖霾雕ﾂ�点　数 

自 然 儖ﾉEｨ��l靂9j�7�8X�ｸ5x4�8���5�7�8ﾈｪ9�yUygｸ��8ﾈ7h8ｨ4ｨ������剩�H�Vｨ�S�X-h����H�SX�S���56 

南濃町立I鉦農中学校 凾ﾙ乳類頭骨（ヌートリア、キツネ等） 劔H14・4・21‾－　H14・5・11 ����

岐阜農林高等学校 凾ﾙ乳類頭骨（ウマ、イヌ、キツネ等） 劔H14・4・21へ　H14・5・11 ��B�

岐阜帝立青山中半枚 凾ﾙ乳類頭骨（草食・肉食） 劔H14・5・3へ　H14・5・18 ��B�

四日南市立博物館 刹ｰ竜化石、レプリカ等 劔H14・6・14－H14・9・6 釘�

岐阜盲学校 凾ﾙ乳類頭骨（イヌ等） 劔H14・6・4　－　H14・6・18 �2�

輪∠両町図書館 刮ｻ石、立ちケース 劔H14・7・31‾－　H14・8・8 鉄2�

岐南町歴史民俗資料館 剪ｹ 仍��製、スキャントークリーダー 僣14・7・31－　H14・9・4 �#b�

エコミュージアム関ケ原 冤 烏 佝��製（ノスリ等） 僣14・8・23　へ－　Hi4・iO・31 �2�

カワセミの会 剪ｹ 僣ﾙ�ｸ��4ｨ8ｸ4ｸ8)9��｢�僣14・9・15へ　Hi4・iO・20 ����

カワセミの会 剪ｹ類剥製（カワセミ等） 劔H14・10・20－－　Hi4・11・24 ��2�

美濃市教育委員会 剩�Z限石レプリカ 劔H14・10・31－　H14・11・6 ���

編集工学研究所 刄Qンジボタルスライド、ハリヨ写真 劔H14・12・5　－H14・12・9 ��ﾂ�

美 倡9zx�ﾋH抦ｹﾘﾕ｢�鳥類剥製 劔H15・2・22－－HiS・2・24 ��R�

人 文 �5�8ｸ48784�5ｨ985��ｲ��58ﾉR�剩��H�SH�S����ﾈ���H�Sh�V亦�3 

安土城考古博物館 刮ﾌ） 仂｢�芳の浮世絵 ��9?�����H14・7・10－　H14・9・10 涛��

草津宿街道交流館 刮ﾌ） 俛�dh,ﾉX)�(､r�偖ﾂ�H14・9・25　－　H14・11・30 ���

タルイピアセンター 刮ﾌI 儘ﾈ�,ﾉX)�(､r�僣14・8・1－　H14・9・27 澱�

飛馬 ��Y�(､Y�hｨ閏h嶌5ｨ985��ｲ�西浦焼等 劔H14・11・14－　H14・12・14 �"�
‾つ 偬曳ｹ�x��{���西国－ 剌¥一二所関係資科 僣14・10・1－　H14・11・22 �3b�

文化庁 剩¥装束紺地白鷺文様狩守 劔H14・10・2　－　H15・3・14 亦�

柳 �*ﾉ��讖j��ﾘ��怦ｭ��おもちゃの映写機等 劔H14・10・15－　H14・12・8 ��ﾂ�

（財）岐阜県文化財保護センター 剽{老神社経塚関連資料 劔H15・2・24へHlj・3・11 澱�

6　図書資料

平成14年度末現在の図書資料数は、下記の通りである。

図書資科薮（当成15年3月1日現在） 儖X����������ﾖﾂ�

人　文　関　係 ��X��#S��合力剣文庫 

自　然　関　係 ������sR�含棚橋文庫・熊田文庫 

総　　　　　計 �#h�C332� 

7　平成14年度刊行物一覧

名　　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、貝 兀H�����B�備　　　考 

岐阜県博物館だより　第77号 ��H�CH�C��A4　4貞 �(�CS���友の会増刷（350） 

岐阜県十朗勿館だより　第78号 ��H�Cx�C��A4　4頁 �(��S���友の会増刷（彊0） 

岐阜県博物館だより　第79号 ��H�C���C��A4　4頁 �(��S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館報　第25号 ��H�CH�C��A4　36頁 �������� 

平成14年度岐阜県博物館催しもの案内（A2割） ��H�CH�C��A2 �(�CS���

平成14年度岐阜県博物館催しもの案内（A4判） ��H�CH�C��A4　3ツ折 鉄�������

岐阜県博物館調査研究報告，Vol．24 ��X�C8�C3��A4　38頁 都���

特別展図録 ��H�CH�C#b�A4　64頁 田#��友の会増刷 

温泉廣一－湯の葦からのメッセージー 劔（上000） 

街道開設四百年記念　中山道 ��H�C���CR�A4　207頁 塔���（800） 

特別展等のポスター・ちらし 温泉廣一湯の華からのメッセージへ　　　ポスター ��H�CH�C#b�B2 �(�CC��� 

温泉展へ湯の葦からのメッセージー　　　　　　　　　チラシ ��H�CH�C#b�A4 �3��C����

中山道街道400年　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター ��H�C���CR�B2 �(��c���

中山道街道400年　　　　　　　　　　　　　　　　　チラシ ��H�C���CR�jiA4 鉄X�C����

資科結介虞・特別企画のポスター・ちらし 海外からやってきた生き物たち　　　　ポスター ��H�Cx�C#��B2 ��3#��� 

海外からやってきた生き物たち　　　　　　　　　　　チラシ ��H�Cx�C#��A4 �#(�C����

近世ふるさとの文人たち　　　　　　　　　　　　　　　ポスター ��H�C�(�C#"�B2 都���

近世ふるさとの文人たち　　　　　　　　　　　　　　　チラシ ��H�C�(�C#"�A4 �#(�C����

よみがえる幻の宮　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター ��X�C(�C��B2 �(������

よみがえる幻の宮　　　　　　　　　　　　　　　　　チラシ ��X�C(�C��、A4 �#�������R�

よみがえる幻の宮　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ��X�C(�C��A4　4貞 店������

マイ・ミュージアム判行物 マイ・コレクション第55号 ��H�CH�C"�A4　4頁 ��3���� 

マイ・コレクション第36号 ��H�CX�C�"�A4　4頁 ��3����

マイ・コレクション第57号 ��H�Ch�C#2�A4　4頁 ��3����

マイ・コレクション第58号 ��H�C��C���A4　4頁 ���C����

マイ・コレクション第59号 ��H�C��C#"�A4　4貞 ��3����

マイ・コレクション第60号 ��H�C���C���A4　4頁 ���C����

マイ・コレクション第61号 ��X�C��CB�A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第62号 ��X�C(�C�b�A4　4頁 ���C����

マイミュージアムギャラリー　ポスター ��H�CH�C��B2 ���3����

マイミュージアムギャラリー　チラシ ��H�CH�C��A4 ���������

マイミュージアムギャラリー　DMハガキ ��H�CH�C��ハガキ ����3����

図録岐阜県博物館所蔵 歌lii国芳木曽街道六十九次 ��H�Cx�C���A4　26貞 �3���友の会増刷（700） 
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8　平成14年度園・学校の博物館利用の実態

月・日 �����X��ｧx����ﾕ｢�半　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

4／16 亊i-ﾘ�XﾘHｹ顫ﾂ�6年 �����2 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

4／19 弍)Xﾈ�8�Xｮ(惲�5・6年 ���r�l 俾冰(��4�8ｸ�ｸ7hﾗ9:��｢�

4／19 兀�ｵhﾅ8�X岔Ei]ｸ惲�6年 �#2�1 仆�{8�������8ｮﾘ,ﾉ�(��懆ｴ�+�+Xｮﾙ�ﾈﾋ��

4／19 弍)Xﾈ�8�X､位傅ﾂ�5年 涛2�1 仆�{8������7(98585��ｸ8��

4／25 �X�8�X刑]ｸ支���年長 �32�0．5 僮(�(ﾊ����

5／1 弍)Xﾈ�8�Y?�}ifｸ惲�56年 鉄��2 仆�{8�������Y�ﾆﾈﾊ倬｢�

5／1 亊Xﾌ8�Y(iEｩwｸﾎﾂ�1－3年 5年 鼎��つ 仆�{8������齷u(ﾊ����

5／1 弍)Xﾈ�9|98ｨﾖY%ｩ�R��#��6 侈H�8��<�¥ｩ5xｧ�^)���

5／1 弍)Xﾈ�8�YyY�ﾈ惲�涛��2 �4�8ｸ�ｸ7hﾊ乂r�

5／　2 �-�*�-ﾙv9'H���年中 田��2 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

5／　2 ���(�8�Xﾙ�Zｨ惲�5年 ��｣�B�1．5 仆�{8������齪柯ﾊ乂x��4�485��｢�

5／　2 ���)-ﾘ�YVｨﾋH自�h惲�1－6年 ��s"�1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

5／10 �(髦�8�Y�ﾈ�(髯(b�特殊 �#��1 俾冰(ﾊ乂r�

5／15 儖i�ﾈ�8�Y��(b�4年 涛��5 �4�8ｸ�ｸ7hﾊ乂x��ｻ�{8�����

5／15 兌y+ﾈ�Y>ﾈ5�ｷX惲�34年 鼎��1．5 �%Hﾉ�7(9858�Y�ﾈ,ﾈ*ﾘ.x+X�X孳�)5xﾊ����

5／15 �I&ﾘﾊx�Y�ｬｸ惲�3年 鉄R�1 仆�{8������齷u(ﾅｨ珖�

5／15 �X�8�Xﾟx5�ｷX惲�2年 都2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(98585��ｸ8��

5／16 ��ﾈ�?ｨ皐ﾅ8�X踪��ﾉ(b�2年 ���#b�Lj 仆�{8������齷�(壕麌7(98585��ｸ8��

5／16 �X�8�Y��&ﾘ惲�2年 塔��2．5 ��h*ｹZ�7(9858��齷�)5x麌7(985"�

5／17 ��Ynﾉ*ﾈ�X兀]ｸ支���年長 ��3��4 仆�{8������齷u(ﾊ����

5／21 弍)Xﾈ�8�XﾙYnﾈ惲�4年 ��3"�1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

5／21 侈(�)U8�Y�ﾈ�)fｸ惲�5年 小高 ���r�3 仆�{8������齷�)��h7(98585��ｸ8��

5／22 儖ﾉEｨｽ��X-�-�*h-ﾘｻ8��途�1．5 俾冰(ﾊ乂r�

5／18 �+y|ywｸﾎﾈﾔh醴��#��3 仆�{8������齷u(ﾊ��ﾉw"�

5／24 �?�9hｷYv9'H���年長 塔r�2 仆�{8������U9{ﾈﾊ傴b�

5／24 �8ﾈ､8����X鬚�1年 ����3 �<�¥ｩ5x,ﾈ��������{�,ﾉ]ｸｬx��_ｹd�,ﾈﾗXｶ��

5／28 �X�8�Y�9�ｸ惲�2年 塔B�2 仆�{8������7(9858��ｻ�{87(6h4��

5／29 �X�8�Y�y��>��ﾂ�2年 田��1．5 仆�{8�������(､X�(蝌6�487(5x8x98��ﾉw�侈傴b�

5／30 ��9X8ﾕﾙ*ﾈ�Xｭｹ(h惲�！－6年 ��澱�】 �4�8ｸ�ｸ7i?ﾈｭ�,YI(�(ﾅｨ珖�

5／30 �I&ﾘﾊx�X�(ｷiNI(b�2年 1年 �#s��2．5 豫(ｺｸｧx��蝿7ｨ�ｸ8ｸ�ｨ��訷���ﾊ����

6／　4 丿Yk�ﾋH�8*�+x,�.ｸｻ8����2�1 仆�{8������齷�(ﾔﾘ�ﾈ�h*ﾘ7(98585��ｸ8��

6／　4 ��X�(+Y?�wHﾘ(ﾕ｢��3��1．5 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�ｭi��邵���ﾘﾅｨ鬨��Yx�8ｴﾉ��ﾞﾂ�

6／　6 傅ﾉg�-ﾘ�XﾏX5�ｷY(b�2年 �#Sb�1 �4�8ｸ�ｸ7i?ﾈｭ�,X齷u(ﾊ��ﾉw"�

6／13 亊hﾍﾈ�X�tﾉ&ﾙ(b�1年 田��1 仆�{9�ﾉ������讓�X齷�)5x麌,ﾈ8��ｸ4�5h�ｸ6r�

6／13 兢�&ﾘ�Y��h�Y��;H惲�5－6年 4年 �#B�1．5 ��ﾉ[i5x鹹�,ﾈｧxﾇﾈ醜�ｼh��齷�)5x麒I(�(ﾊ����

6／14 冖ﾈﾌ8夊ｻ8孜[h峩9v9'H��髓��32�3 仆�{8������ｻ�{87(6h4���ﾏﾈ�(�9���

6／14 亊Xﾌ8�Xｾ�{8惲���#"�2 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��-ｨ*ﾘ,ﾉm郁H,ﾉm��

6／18 �X�8�YW�ｨ惲�3年 1年 3年 塔r�1．5 俾��)5x麌7(9858��ｻ�{8����,h4ﾘ888�8ｨ�ｲ�

6／19 弍)Xﾈﾊyzx-�-ﾈ.ﾘ.�,ﾈｷR���b�1 仆8踪初zhﾊ乂r�

6／20 弍)XﾈﾜI4ｸ呵轌;�ｻ8���3��3 俾冰(ﾊ倬｢�

6／25 弍)Xﾈﾔ鮎hﾘ(ﾕ｢�鼎2�3．5 蝿7(5x8x98��ﾏﾇFﾈﾅｨ鬚�

6／26 弍)Xﾉ�ﾘﾘy��ﾙ�ﾘ(ﾕ｢�鼎"�2．5 �<�¥ｩ5x������齷u(ﾊ傴b�

6／28 �X�8�Y��&ﾘ惲�鉄��1．5 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

7／！6 �X�8�Xｾ�{8惲�5年 ��3r�i 仆�{8������齪柯ﾊ����

7／19 冖ﾈ�况8勘���年長 鼎��1 仆�{8������I)lｨﾊ����

7／20 �+ﾘ*�.yv9'H���涛B�1 仆�{8������齪柯ﾊ傴b�

7／21 �+�飴ﾙ{9]ｸ支��田��1 仆�{8������齷u(ﾊ����

8／　6 �*�*�.)�h蕀v8ｦﾘﾌR�塔��1 仆�{8������I(�(ﾊ僵ﾂ�
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月・li 侘X���X���x����ﾕ｢�半　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:������vR�

8／　6 �(iYI�(���YKﾂ�1年 �#��2 �5x麌������ﾗXｶ��

9／　6 仂ｸ9hｷYv9,Y]��年長 都��2 �5x麌ﾊ�����7(6h4��

9／10 兌y+ﾈ�Xﾟx5�ｷX惲�3年 田R�つ ��h*ｹZ�7(9858��4ｨ8(7H8��ｸ5x8X��齷�(7(9852�

9／13 亊Xﾌ8�Y>ﾈ9hｷX惲�5年 �3r�2．5 倬�{���樣5x��Yx齎ｴﾈ��4ﾘ888�8ｨ�ｲ�

9／26 丿Yk�ﾋI-ﾘ�Y�ﾉwｩ(b�1年 ��s��1 仆�{8������I)m�8��ｸ4�5h�ｸ6r�

9／27 �8ﾈ､8�8ｼi�ｩnX鬨ﾕ｢�1年 �##2�1．5 仆�{8������齷u(ﾊ乂x��4�8ｸ�ｸ7h�｢�

10／1 �I&ﾘﾊx�X侭��惲�6年 田2�2 仆�{8������齷�)�ﾉ[h7(9858��ﾊ���,ﾈ-ﾈ,h-��

10／　3 弍)Xﾈ�8�Xｾ�揶惲�3年 �3��2 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��ｭ�+ﾉ�ﾄ綿ﾅｨ鬚�

10／　4 兌y+ﾈ�Xﾘy&ﾘ惲�1年 鉄��2 �6ﾈ486�88�ｸ6�986x���h*ｹZ�7(985"�

10／　9 �(髯-ﾘ�Xﾔﾉ|ｹ(b�1年 ���B�3 侈H�8,ﾈ-ﾈ,h-���ｭ迄�ｨ��ﾜH��ﾊ����

10／　9 凛ﾉw�ﾅ8�X抦ﾞ(惲�4年 �3��2 �?ｩ(hﾊ����

10／　9 ��I68ﾅ8�Y'ﾈﾋH惲�3年 鼎"�1．5 �7(98585��ｸ8��

10／　9 冏ｹ�8ﾅ8�Yfｹ_ｹ>ﾉ(b�5年 塔��1．5 �%Hﾉ�7(9858��e��8ｴﾂ�

10／10 儖i�ﾉ-ﾘ�Y?���惲�2年 ��3��1．5 仆�{8������齷�)5x6ﾘ�h*ﾘ7(985"�

10／10 ��YW育8�Xﾚ�嫌���ﾉ(b�3年 塔��1 仆�{9Z�����齷�(ﾔﾘ麌7(985"�

10／10 凅ｸ�xﾘ(�Y�x�惲�3年 塔r�1 仆�{8������I)�)5x麌7(985"�

10／10 �hｸﾉ78�Xｾ�(h惲�1－－2年 鉄��1 仆�ｪ握ﾉ����齷�)5x麌,i�xﾝX5(�ｸ6��ｸ初zhﾊ乂r�

10／10 ���)-ﾘ�Xﾘ(ﾎI;�惲�3年 鉄r�0．5 �+X�hﾜC�ｵ8���

10／iO 囘�zx惲�1一一6年 �#�"�1 �4�8ｸ�ｸ7i?ﾈｭ�,YI(�(ﾊ乂r�

10／11 冲ｹN8ﾅ8�Y�Ynﾈ惲�5年 涛��1 �4�8ｸ�ｸ7i?ﾈｭ�,Xﾏｹ(hﾊ����

10／11 弍)Xﾈﾌ8�xﾞｹ�ﾉ(b�3年 �����1 仆�{8宰����7(98585��ｸ8��

10／11 弍)Xﾈｽ��Y+y��ﾄﾉ:����2年 都2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(985"�

10／11 傚����Y�x�>ﾈ惲�3年 鼎"�1 仆�{8������I)�(ﾔﾘ麌7(985"�

to／11 佝(ﾅ9YH�Y�ﾈ�8惲�3－4年 �#2�2 仆�{8��������hY5x麌7(9852�

iO／16 弍)Xﾈﾍﾈ�Xｮ)nﾉ$�惲�1年 都r�1 �6ﾈ486�88�ｸ6�986r�

iO／16 �(髯nｸ�YJｨﾌ9,8惲�1年 鼎r�1 仆�{8������4�8ｸ�ｸ7hﾊ����

10／16 亶ｹ-ﾘ�YwHﾄ傅ﾂ�3年 ���"�1 仆�{9x�����齷�)5x麌7(9852�

10／17 亊Xﾌ8�Y68ﾋH惲�2年 塔b�1 ��h*ｹZ�7(9852�

10／17 弍)Xﾆ佻ﾈ�YFﾈ惲�2年 ���"�1 仆�{9�ﾉ����I(�(ﾊ倬｢�

10／17 亶ｸﾍﾈ�X�ｦ�-8ｶx�ﾈ6r�3年 �3��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／18 儖ﾉEｩ+ﾈ�YOﾉEｨ惲�1年 都r�0．7 仆�{8������初zhﾅｨ鬚�

10／18 曝ﾌ969-ﾘ�Y(i�ﾙ(i8x惲�3年 塔��2 仆�{8������&ﾉ�)lﾈ麌7(985"�

10／22 亶ｸﾌ8�Y�8鯖(h惲�1－2年 ��#r�0．7 仆�{8������初zhﾊ����

10／22 弍)Xﾈｽ��X�ｻﾘ惲�3年 ��3��1 仆�{8������齪柯ﾊ����

10／22 ��ﾉ8y*ﾈ�T末�8x惲�2年 ��#��1 仆�{8�������X�ﾘｴ�一h78��985"�

10／22 儖ﾉEｩw�l韈8�X�(訷惲�3年 都��1 仆�{8������齷�(ﾔﾘ麌7(985"�

10／22 儖hｺ�-ﾘ�Y*偬�ｨ惲�1へ2年 都��0．5 仆�{8ﾅｨ鬚�

10／23 �X�8�y��&ﾘ惲�6年 都��1 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

10／23 �I&ﾘﾊx�YWﾘﾄｹ8ﾈ惲�1年 都"�1 仆�{87(6h4���初zhﾊ����

10／23 �ｨｷｸｽ��Y$�ｩ>ﾉ(b�3年 鉄��0．7 仆�{9x�����4�8ｸ�ｸ7h齷u(ﾊ����

10／23 ��ﾟy]ｹtﾉ�ﾒ�少長 都��1．3 �越hﾊ����

10／24 俔ﾙ>ﾈﾌ8�S���ﾃ�.ﾙ(h惲�2年 都r�1 仆�{8������4�8ｸ�ｸ7dﾉ:�ｨﾊ����

10／24 偃����8�Y�ﾙnﾈ惲�1年 ���b�1 仆�{8������齪ｹ�5x麌7(985"�

10／24 俔ﾙ>ﾉ-ﾘ�Y:ｹz)(b�1年 ���B�1 仆�{9x�����齷�ikｨ麌7(985"�

10／24 凅ｸﾍﾈ�Xﾚ�嫌�淫ﾂ�5年 �#���1．7 �7(9858�X�ﾈ�4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��

10／24 冲ｹN8ﾅ8�Ywｸｮ顫ﾂ�4年 鼎b�1 �6�9ﾘﾔ杏ﾈ���Eｸ,ﾈ����傾,ﾉ|ﾘ,ﾈ�ｼh�｢�

10／24 佛8�8ﾅ8�宛y68惲�1年 �#"�1．5 �7(98585��ｸ8���初zhﾊ����

10／24 ��ｨ+��+ﾈ�Y�Y68惲�1年 ��#"�l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／24 ��､ｦ迄ﾍﾈ�Y8ﾈ惲�1年 �����上3 仆�{9h�����齪ｹ�5x麌7(9852�
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月・日 ��ﾘ���X��ｧx����ﾕ｢�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���lｨ��vR�

10／25 兀�ｵhﾅ8�X�9Ei]ｸ惲�2－3年 湯�1，5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／25 亊h�8�Y|�9hｷY(b�1年 �#���2 仆�{8������齷�#��S(�Y�ﾉ[c��Y<�5x�YYy7亢ﾈ,ﾈ8ﾘ�ｸ6R�

10／25 �X�8�Y68ﾋH惲�3年 田��5 ��h*ｹZ�7(9858�X4ｨ8(7H8��ｸ�X+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6��X*�/��*ｸ,(7(9858�Yz(�(,ﾈ齷�"�

10／29 儖ﾉ¥��ｨ�X蓼�傅ﾂ�3年 ����1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／29 舒)��ﾍﾈ�Xｮ)��>ﾈ惲�3年 塔2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／30 弍)Xﾈ�8�Y+y���傅ﾂ�1へ6年 塔B�2 �4�8ｸ�ｸ7h,X,ﾈ齪柯ﾊ倬｢�

10／30 亊i>ﾈ�Xﾟx5�ｷX惲�1年 都��2 ���Z�,ﾉ�(��齷�)5x麌7(9852�

10／30 價ｩJi*ﾈ�Y�ﾈﾘx惲�6年 �#r�4 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾈ.���齷u(ﾊ乂r�

10／31 俔ﾙ>ﾈ�8�Xｷｹ68惲�2年 ��3��l 仆�{8������初zhﾊ乂r�

10／31 �X�8�YW�ｨ惲�2年 涛b�1 �6ﾈ486�88�ｸ6�986x��齷�)5x麌7(985"�

10／31 冽ｹ�ﾅ8�Y<�鈺ｧxｸ��小学 鼎��1 �越hﾊ乂r�

10／31 冦��ﾙ�ﾉ*ﾈ�XﾙY68惲�2年 涛��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／31 ��Xﾏｹ*ﾈ�Y�Xﾏｹ>ﾈ惲�1年 田B�l 仆�{8������初zhﾊ傴b�

10／31 俔ﾙ>ﾈｽ��Xﾌ9&ﾙnﾉ�ﾈ惲�2年 �����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／31 儖i�ﾈ�8�Y5i;�ﾂ�3年 ��#��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／31 侈(�(���Xﾊ(�)fｸ惲�2年 涛"�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{8,ﾈ7(6h4��

11／1 儖ﾉEｨ�8�Y�ﾉtﾉ>�惲�2年 鼎b�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���h*ｹZ�7(9852�

11／1 亊Xﾌ8�X願9hｷY(b�1年 �����2 儉y¥ｨ,ﾈ齷u(ﾊ乂r�

11／1 �ｨ耳自W育8�Xﾏﾈ+X�����3年 塔2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／1 侈)w�ﾍﾈ�Y{ﾈ惲�2年 涛��1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

11／1 侈(�(�8�Y�ﾉ(b�3年 塔��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／1 ���(�8�Y�Y��ﾈ惲�2年 都B�0．5 俾冰(ﾊ乂r�

11／1 ��8x�8�YY�X惲�4年 田R�1 �5�8ﾘ�ｸ7h4ｨ�ｹ�ﾈﾋ���ｻ�{8������齷�)5x麌7(985"�

11／1 �*�*�.)v9'H���年長 塔��1 仆�{8������初zhﾊ乂r�

11／　6 亊h�8�YW穎ﾈ惲�1－2年 鼎��1 ��h*ｹZ�7(9852�

11／　6 弍)Xﾈ�8�Xﾏｨﾊ傅ﾂ�2年 ���B�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／　6 �(髦�8�Y>ﾉdX��惲�1年 塔"�2 ��h*ｹZ�7(9858��齷�)5x麌7(9852�

11／　6 亊h�8�Y>ﾈ5�ｷX惲�1－2年 鼎r�2．5 �6ﾈ486�88�ｸ6�986x��齷�)5x麌7(9852�

ll／　7 �ｨｷｸ�8�YHｸﾋH惲�1年 ��32�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／　7 �X�8�Y68ﾋH惲�1年 塔b�1．6 ��h*ｹZ�7(9858��ｻ�{8�����

11／　7 俔ﾙ>ﾈﾍﾈ�Xﾌ9&ﾙnﾉlｨ惲�1年 ��cR�1 仆�{8������初zhﾊ乂r�

ll／　8 亊h�8�Xﾟx5�ｷY(b�1年 �#�2�2 �6�487(5x8x98雹*���5x麌ﾊ乂x��Yy7亢ﾂ�

11／　8 ��Hﾊ��ｨ�Y�Hﾊ傅ﾂ�4年 �3"�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／　8 亊h�8�X願9hｷX惲�1年 田r�2 俾��)5x麌7(9858���h*ｹZ�7(985"�

11／12 �X�8�X願9hｷX惲�2年 都2�1．5 �7(9858�X4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984����h*ｹZ�7(985"�

11／13 竸I��*ﾈ�Ygｹ68惲�3年 塔r�0．7 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

11／13 佛8�8ﾅ8�Y��4�(惲�5－6年 湯�1 仆�{8������齷�)5x麌�������ﾉ[i5x麌�����

11／13 兀�ｵhﾅ8�YY�ﾇﾈ惲�6年 �#r�2 冢ﾈ､�,X,ﾉ&��x,ﾈ�ｼh��峪��,ﾈ�ｼb�

11／13 亊h�8�YW穎ﾉ(b�1年 �#b�2 冢ﾈ､�,X,ﾉ&��x,ﾈ�ｼh��峪��,ﾈ�ｼb�

11／13 �X�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�3年 都"�2 �*�/�*ｸ,(7(9858��nﾈ､�,X,ﾈﾚ�(隰���

11／13 �X�8�X��ﾟx惲�3年 涛2�2 處ﾘ,ﾉ�(��6�487(5x8x98雹*���齷�)5x麌7(9852�

11／14 ������8�X朱,8惲�4年 鉄b�1．5 仆�{8�������ﾉ[h7(9858��Yy7亢ﾈ��7(6h4儖)�ｸ,ﾈ���

11／14 �6x4ﾈ8�ｸ支���年長 �32�1 仆�{8������ｻ�{87(6h4���初zhﾊ乂r�

11／14 ���(�8�Y�I�X惲�2年 鉄��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／14 �X�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�1年 都��2 ��h*ｹZ�7(9858��ｻ�{8������7(9852�

11／14 儉(靖�ｨ�YL(竧惲�2年 ����1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／15 弍)>ﾉ*ﾈ�Yfｸ惲�1年 塔��1 ��h*ｹZ�7(9852�

11／15 弍)Xﾈ�8�Ym右igｸ惲�5年 鼎��1 仆�{8������抦ﾘ)w�,ﾈ齷�(7(9852�

ー32－



月・日 ��ﾘ���X��ｧx����ﾕ｢�学　年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

11／15 亊h�8�X��ﾟx惲�5年 塔B�l 兀y7亢ﾈ��6�487(5x8x98��7(9852�

11／19 亊h�(�Y|�9hｷY(b�2年 �#C��2 �*(,�+X*h,ﾉOﾉEｨ,iO)�ｸ��6�487(5x8x98��5x鹵�

11／20 亊h�8�Y>ﾈ5�ｷX惲�6年 �#b�3 ��Y&�,ﾈ,(*ﾘ.�,ﾈ�ｼh��懆ｴ�+�+X�X憺>ｨ�,ﾈ�ｼb�

11／21 亊h�8�X願9hｷX惲�3年 都R�2 仆�{8�������ﾈ,ﾉ;仞�,ﾈ�ｼh��7(9852�

11／21 ��8x�8�Y(h匣惲�3年 ��CB�1 仆�{8������*�/�*ｸ,(7(9852�

11／22 弍)Xﾈ�8�Y+y|y(b�2年 �3r�4 ���Z�9�,ﾈｬ����nﾉ+�,i��,ﾈｬ���

11／26 亊h�8�X��ﾟx惲�6年 涛"�2 價ﾘﾄ��ﾉ_�5x��7(9858��峪��,ﾈ�ｼh/�8ﾘ�ｸ6R�

11／27 �X�8�Xｾ�{8惲�6年 ��3"�2．5 ��ﾙ�����Y&�,ﾈ,(*ﾘ.���Jﾘﾄ��ﾉ_�5x���ﾉ[h7(9852�

11／27 亊h�8�Y�9�ｸ惲�1年 塔r�2 ��h*ｹZ�7(9858��齷�)5x麌7(9852�

11／29 亊h�8�X��ﾟx惲�4年 都r�2 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���Yy7亢ﾂ�

12／　3 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�5年 都r�2．5 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��*ｨ/�*ｸ,(7(9852�

12／　3 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�6年 都��2 �ｹ��,ﾈ�ｼh��Jﾘﾄ��ﾉ_�5x��齷u(ﾊ乂r�

12／　4 亊h�8�Xｾ�{8惲�4年 ��#R�2 ��h*ｹZ�7(9858��-ｨ*ﾘ,ﾉm�.ﾘ+ﾘ+X,ﾉm��

12／　6 亊h�8�X願9hｷX惲�4年 塔��5 �+�-ﾘ+�7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4���}i(h��Yy7亢ﾈ,ﾈ8ﾘ�ｸ6R�

12／　6 冖ﾈﾌ8夊�饑�蝌ｼi�ｩnR�1年 2年 ���r�2 俾冰(ﾊ乂r�

12／　7 ���;��(���X鬩%ｩ�YYB�唐�3 俾��)5x麌�,ﾉ��k���Jﾘﾄ��ﾉ_�5x��Yy7亢ﾂ�

12／12 �X�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�田R�1．5 �7�+(.�.�,ﾈ�ｼh��Jﾘﾄ��ﾉ_�5x��齷u(ﾊ乂r�

12／13 兀�ｵhﾅ8�X�9Ei]ｸ惲�6年 �#R�2 仆�{8������mｩ4兔ｨﾊ乂r�

1／25 弍)Xﾉ�X鬚�3年 �#��2 �&隗y�iZ�,ﾈ�ｼh,�,(*(,H�俎Xｶ��｢�

2／　6 儖ﾉEｩ��Iv9'H���年長 鼎2�1．5 仆�{8������初zhﾊ乂r�

2／18 亊h�8�Xｾ�{8惲�4年 ��#R�2 ��h*ｹZ�7(9858��-ｨ*ﾘ,ﾉm�.ﾘ+ﾘ+X,ﾉm��

2／21 亊Xﾌ8�Y�9�ｸ惲�6年 田B�2 �ｹ��,ﾈ�ｼh��-ﾈ-ｨ.ｸ+X,ﾈｷｸ�����

2／25 ��ﾉYI]ｸ支���年長 ��R�1 仆�{8������初zhﾊ乂r�

2／28 �?�9hｷYv9'H���年長 涛��3 仆�{8,ﾈ7(6h4���初zhﾊ乂r�

3／1 俘xｫﾘ,ﾉm益9'H���年長 都b�2 仆�{8������初zhﾊ乂r�

3／　5 �*�*���.)�h自v9'H���年長 塔B�1 倬�{���樣5x��ｻ�{9��k���齷u(ﾊ乂r�

3／　6 ��l駭ﾉ]ｸ支���中長 ���b�1 仆�{8,ﾈ7(6h4���ｻ�{8������初zhﾊ乂r�

3／11 ��9m云ｸ支���年長 ���"�1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

3／14 亊h�9zy68ﾋH惲�4年 涛B�2 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

3／18 亊i>ﾉzxｮ��ｸ惲�4年 涛"�2 儷9D靠h��7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｸ4��

9　平成14年度の催しもの実績一覧
事　業∴名 弍ｨ��?｢�対　　象 �.�R�関　　　　　　　　　　　　　　　　　谷 伜����ﾉ�B�

特別展講演会 店��#b�一一一般 ��3��温泉はなぜからだに良いか　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1本温泉協会会長：水密金太夫さん �����

特別展講演会・ 文化講演会 ����紕�高貴 ��3��皇女和宮と中山道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩村町歴史資料館顧問：松当来口さん ��sR�

記念講演　会 ��(����一般 �,ﾓ��i十代の開発一人と自然の格闘の歴史一　　　　　　　　　　　　　　奈良女子大学教授：広瀬和雄さん ��#2�

博物館講座 滴��#B�教育関係者 鉄��博物館活用説明会 ����

5／　4 ��ｸ自L｢�130 �+x-ｨ.x+X*)?ｩgｸ,ﾈ孳�(��ﾜIJﾘﾊ��172 

5／25 �ｨ�YL｢�20 舶H咎w�ﾗX���7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈ�｢�19 

6／　2 �ｩL｢�130 弍)Xﾈ,ﾈｴ8�ｸ,ﾈ*駅x������������������������������������������������������ｯ)Xﾉ&饑ｸｴ8�ｹ�Hｴ8�ｹuﾉ_�ﾎ��65 

6／15 �ｩL｢�20 舶H咎w�ﾗX��兌h��ﾞﾉ�ﾈ�｢�20 

8／27 仆9�(ｭhﾅx�"�50 僣饂渥乖駅���k陞��う 

9／28 �ｨ耳自L｢�20 舶H咎w�ﾗX��儷ﾈﾇh螽�｢�39 

10／12 �ｩL｢�は0 �(h�);�,iOﾉEｨ,ﾈ��｢�85 

12／　7 �ｩL｢�20 舶H咎w�ﾗX��兌h��ﾞﾉ�ﾈ�｢�19 

1／12 �ｩL｢�20 舶H咎w�ﾗX���7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈ�｢�19 

1／19 乖H���130 �-8.�+8,h,ﾉ[i�ﾉ|�末����,ﾉ�ﾈ,h輅�ｨ������������������ｯ)Xﾈﾔ鮎iW�9��ｩnXｧxﾕｩkﾉu�8��hﾝt末�;儻h+8/��40 

1／26 �ｩL｢�130 仗��(-8.�+8,h,ﾉ[i�ﾈ+ﾘ+��30 

2／1 �ｩL｢�130 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｹ<�¥ｨﾗX�檍����������������������������������������������鉑8委iu�+8/��34 

2／16 �ｩL｢�130 俤hｷｸ,h嫌�瓜夷ｨ��������������������������������������������ﾘ(ｷｹ��讖H饂渥��Xｹﾘﾇﾈ醜�h遼�ｨｫ��ｨ+8/��80 

2／23 �ｨ耳耳自L｢�20 舶H咎w�ﾗYUﾘ�儷ﾈﾇh螽�｢�ユ0 

3／　2 �ｩL｢�130 �48985��ｸ6ﾈ6(6x,ﾈｮ��(ｵｨ���38 

3／　9 �ｩL｢�130 儷�ﾘ鳬�8,ﾈｯ)Xﾂ�33 

rl然観察会 滴���B�ー一般 �#��ギフチョウを観察しよう �#��

3／19 �ｩL｢�30 弍)Xﾈ,ﾈ孳�(ﾋｹ&闕ﾉ$X684��ｸ�儖)�ｸ抦ﾞ(孳�(ｻﾘ�｢�21 

7／21 ��X���30 �5ｨ7�,ﾉl(*ｹ�ｨ/�[x+�*B�25 

8／25 ��X���30 �5ｨ7�,ﾉl(*ｹ�ｨ/�[x+�*B�8 

1／26 �ｩL｢�20 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984�������������������������������������������������������,ｸﾋI=Y|x+8/��16 

3／22 �ｨ耳耳自L｢�20 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984��21 
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事∴業　名 弍､亦�対　　象 ��ｨ,i���内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 ����V������

たのしい博物館 滴��#��ー一般 鼎��マルチメディアで調べようふるさと岐阜 �?｢�

4／21 �ｩL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,h�,ﾈﾖ(�(,Yuh-ｨ*H�������������������������������������������������������ﾈ�訷ﾋ8+8/��ヰ 

」／／28 5／3 ��X���25 30 ��9V�/�,(*ﾘ.ｸ*B�38 

親子 剞e子で辛／三日間勿館一一博物館ガイドノア一一 �*H*B�:"�

5／／i9 6／／」 �ｨ耳耳自L｢�40 30 �7�987H8�8��ｸｻ8��僖���,hﾍ�8,ﾃ(����邵�ｨ������������������������������������m��ｨｶx��鍠馼+8/��

親子 剴ﾁ別蝶「温泉庚」展′J語草説 ��｣���8b�

6／　8 ��YL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*H孳�(,ﾄ�*ﾈ､��

6／　9 傅ﾈ��h決�2�30 �ｹ��/�ﾊ�,(*�.h*B�28 

6／22 �ｩL｢�30 �<�¥ｨ�ｸ�X孳�)5v�5x麒zｩ���10 

6／23 �:�.��40 �'ﾈﾝx���,X��自}i�ﾘ+X/�,(*ﾘ.ｸ*H-h�������������������������������������������������靈H�H休+8/��26 

6／30 7／／7 �ｩL｢�20 40 俾仍�,ﾉ$)�ﾈ,h�廩,ﾈ�8�&迄,Yuh-ｨ*H����������������������������������������������������(hｭH��ﾋ8*ｸ/��15 

小字生以上 刮ﾙしいインターネットの世界 �,(,"�D��

7／／20 傅ﾉKﾉ�h�9m｢�40 仆�{86�486x684��ｸ�冢�,ﾉH饂��ﾉ%H�*��

7／27 亢ｸ���40 �'ﾈ,X*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H������������������������������������������������������������WI5�iu�*ｹ�ﾂ�工） 

7／28 ��X���30 �4�8�484�7ﾘ,ﾈ､x/�V�+�*B�中 

7／28 �ｩL｢�30 �雍�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ���ｨ*B�主、 

8／ノ〕 �ｩL｢�10 �5�6x�ｸ987�48986X4(984�9�(�佻���,h�ﾎ8,ﾃ(����邵�ｨ�����������������������������)YH*(,8-ﾘ+8��+R�背 

8／　4 �ｩL｢�］0 �-ﾈ*ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�40 

8／／iO ����h�b�40 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984�9�(�������������������������������������������������vﾈ��耳��+8�ﾈ�ﾈ+X�X､9YHｹ韈�*ｸ����+R�：9 

8／／11 �ｩL｢�20 俾��h,ﾉ$)�ﾈ,h廩,ﾈ��緬�ﾆ�,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������������(hｭH��ﾋ9����+R�日 

8／13 ��X���30 ��X��,Y��-H�Xｸｩmﾈｭｨ��8鰮mﾈ�ﾈ4ｸ486�684��ｸ�ｲ�日 

8／同 �ｩL｢�10 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*D漠�陋ｹ�iZ��52 

8／／15 ��X���jO �4�8�484�7ﾘ,ﾈ､x/�V�+�*B�1（〕 

8／16 �ｩL｢�40 �-8.�+8,hｯ)Xﾈ/�+(-x.h*B�11 

8／2↓ �ｩL｢��4�485�,Y%Hﾉ��僣饂渥��寮 

8／／25 �ｩL｢�40 40 �7ﾘ48��7�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｹ�ﾉ�ﾈﾆ�.b�80 

9／　8 傚y�ｲ��48985��ｸ6ﾈ6(6x,Xﾔﾈ*ｨ.偖ｸ��8�487B�l 

9／15 �ｩL｢��4�485�,Y%Hﾉ��僣饂�ﾂ�7i 

9／／2二） �ｩL｢��5�6x�ｸ987�48986X4(984�=h派��mｩ{ﾉD�,hｸﾘﾎ8,ﾃ(����邵�ｨ���������������������������)YH*(,8-ﾘ+8/��工〉 

り／／29 �ｩL｢�40 �:佗ﾈｻ8����ﾙ{ﾉD�,hｸﾘﾎ8,ﾃ(����邵�ｨ����������������������������������ﾘD曝ﾔh�ｸ自?�ｨ+8/�{ﾉJx�顆H､8+8��+R�ji 

10／／　6 �ｨﾘ(��30 �<�¥ｩE��Y(h�);佩I;滴�譜�ｩD��i5x麌楮ﾎ｢�35 

iO／13 ��YL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,h�,ﾉKｶ迄,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������������(hｭH訷ﾋ8+8/��i8 

用／／I4 傅ﾉKﾉ�h決�2�40 �ｹ��/�,(*ﾘ.ｸ*B�38 

iO／ie �ｩL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*I(i:�;��19 

10／27 �ｩL｢�〕0 �<�¥ｩ5x�Y(i�ﾉ;丼�;鼎��D��i5x麌�����靖 

11／10 ��X���40 ���,ﾉ�&ﾆ兌Yl8�8������,�+x-�:饂�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ﾉ�)Vｨﾞﾈ徂�i�Ynﾉ�ﾙu�+8/��32 

11／17 �ｩL｢�40 �6�987H8�8��ｸ自'hﾅﾆ僖���,hｸﾘﾎ8,ﾃ(����邵�ｨ��������������������������������������:���ｶyOﾈﾆ(+8/��10 

11／23 �ｩL｢�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.h*Hｻ�{8,ﾉ�(､R�圧； 

11／24 �:�｢�200 �;�(,ﾈ*ﾘ.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*H�������������������������������������������������������������ﾉ'Yu�+8/��279 

は／／8 �ｩL｢�40 ��ｩ�ｨ/�,(*ﾘ+�*H�����������������������������������������������������������������������靈I[iu�+8/��コ6 

12／li �ｨ�YL｢�40 �.ﾘ.xﾝxﾔ�ｩ�8ﾈ�,ﾈ�ﾈ.�/�,(*ﾘ+�*H�ｸ�����������������������������������������������������(ﾏｸ�8ﾜ�+8/��10 

12／22 �ｩL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,i7�,ﾈ鳬?ｨ,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������������(hｭH���hﾋ8+8/��i 

12／／23 ��YL｢�40 �ｸ.�+�/�,(*ﾘ.ｸ*H����������������������������������������������������������������������fｹ�ﾉ�ｩ+(+8�ﾈ�ﾈ+R�60 

1／／／5 �ｩL｢�20 繁Xﾈ4X4�6(6�984��18 

〕／　2 �ｩ�b�30 亢ｸ��,X琪��:)^ｩZ��ﾈ耳自H饂渥�4ｸ486�6ﾘ4�耳爾�2i 

2／　9 傅ﾈ��i�X���40 ��ﾈ,ﾈ��.x+X/��ﾈｵｸ+X.h*B�19 

2／15 傅ﾉKﾉD��X���40 ��ﾈ,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*B�う7 

3／16 �ｩL｢�20 俾��(,ﾉ$)�ﾈ,i���,ﾈﾖ(�(,Yuh-ｨ*H������������������������������������������������������(i68��ﾋ8+8/��拓 

3／23 ��YL｢��4�485�,Y%Hﾉ��僣饂渥��ユニ 

蒋∴別／行　事 滴����#��一般 蜜�譜�｢�春のグリーンアドベンチャー 俣唐�

3／ノ　5 �ｩL｢�300 仆�*��刎��靉ｸ����������������������������������������ｯ)Xﾈﾊyzx�(ｸ��Yjｸﾘx��ｿ移譏ｷｸ�x����釖�XﾍｹYH,ﾈ､h+8/��7こう 

5／　6 ��YL｢�偸H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｳ"�302 

5／12 �ｩL｢�40 ��i�(ｴ���k�.�*)j)x�-h�8ｽX*�.x,ﾉ(H�mﾈ����������������������ｯ)Xﾈﾊx詹gｹ8ﾈ��9��ﾉuﾈﾕｨﾟ侭)��,ﾈ､h+8/��1（）5 

10／　6 �ｩL｢�兌�Hﾊyzxｻ�{8�XﾎYmﾈｭ侈���6�5�6(4��ｨ�ﾂ�37 

iO／13 俘(ﾕｩ�h決�2�20 �+ﾘ/�+8*ﾙ(i�ﾉ;��i8 ：う （‖ 

10／20 �ｩL｢�40 仞��fﾆ迄,ﾈ嶌ﾌ8ｬ�X6�5�684��ｲ�

10／／“26 �ｩL｢�300 做�,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

iO／27 �ｩL｢�130 俎X��hｯ)Xﾈﾊx*�.x蝌�+x.��Y�ﾈ,ﾈ峪��,h+ｸ,ﾉKﾈ鳧,ﾈﾏｹgｸ�����������������hｨ9�X詹_ｨｵｨ�f�:��8ﾘ���ｸ*ｸ�貶+R�48 

11／　3 末迄��h決�2�400 俘)D靠h���YH饂渥�/���h+X.h*B�444 

‖／／23 俘(ｮ"�130 弍)Xﾈﾊyzx､ｨﾘ)9倬ｨﾕｨ4�985H987X8ｸ5(985H�ｸ6r�141 

11／封） �ｩL｢�1二川） ��ﾈﾆ�+ﾘ+�-h,ﾈ4�985ﾈ8ﾘ5x�ｸ���������������������������靫ｹ�x��+8�ﾈ+X���h�ｨ�tﾈ��+8�ﾈ+X��ｭI:��ﾕｨ��+8/��117 

1／　7 �:�｢�400 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�ユ86 

10　マイミュージアムギャラリーの展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任で行われます。）

嬢　小　期　間 ������������������"�出　　　　　振　　　　　向　　　　　呑 

4／　ユーー　5／　6 ��Eｹti;��X��&��迄,�63��7胤｢�美濃力の枠・飛騨i力彫の妙 

5／12－∴6／16 偬��+xｽ��X揵w�?ｨ�&｢�：人尿一一切手とコイン・車用十iの写真－ 

6／／23－∴8／／4 凩Y+(ﾔｸ���野球 剴�ｶきて一一ある軟式野球審判員守578話合の記録－ 

8／10　－∴9／16 佻ﾉ?､末兀��Xｯ)Xﾉ�ﾈ鑄橙�打 �.郁h,ﾉj9|ﾘ耳鑄,ﾉ�B�凵jなす歩の世界一－ 

9／ノ2！一、11／　4 仗��9?ｩgｹOﾈ��ﾔ杏ﾈﾊHｸh橙�万国博覧会の桂一＿回帰 劔）したL′にの美－ 

iI／／IO－i2／／23 ��I,����創作人彬の世界一 劍ﾇh�ｨ*�*�.��ﾈﾆ�+ﾘ+��ﾂ�

1／　4－iユ／11 丶8､��X�Ygｹ�ﾈｧxﾕｩF位ﾘﾖ餽ﾈﾊxｻ9�x,ﾈ橙�楽しい粧界の質料 劔J�颯��ﾈ8��ｸ8ﾘ6(7�冉ｸ4�8�8ｨ4ｨ�X4�5ｨ4�6ｨ4�l��ﾂ�

2／16－－∴〕／21 冑�靂�ｹOﾂ�リメイクの美→－地 劍ｸ�,冲H+X*(8ｨ5H484�8ｸ6x�ｸ8ｸ7�48986x4�8�7H6x,ﾉj84ｨ�ｲ�
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕
日成14年3月1ロー

、申或15年2月28［＝（Ii庫位不l用

［博物館関係］

国立歴史民俗博物館

東川申‘I二博物館

国立科′刑事物飾

科′、高技術鍋

田立科字博物館附届自炊教育園

京都国立博物館

国立l周旋羊博物館

飛鳥寮利蝕

北海道周航の村

北海道開拓記念館

北海道立北方民族博物館

小樽市博物館

釧酪乱打博物館

苫小牧rm博物館

斜里町立知床博物館

両立函館博物鮪

旭Ii同”＿立†別物館

札幌i百里、中日さけ科字館

根雪市博物館開設準備率

上古睦子ひがし大雪†軸物館

浦幌町立博物館

中l旧聞円上質料館

三笠直立博物館

柚別町立「即勿館

利Ij日子立「耕勿館

青森県立郷上館

八戸両博物館

みちの〈北方漁船博物館

岩手県立博物館

北上i直立鬼の鮎

岩手県立農業科ノ、判事物館

仙台「旧据勿館

仙台「所i字館

仙台吊冨沢追跡保存館

斎巌諏思会自然史「軸物飢

仙台「旧暦史民俗奇利館

東北歴史博物鮎

地底の森ミュージアム

秋用県封博物館

同席県立博物館

政道博物館

県立うきたむ風土記の丘考古奇利館

福島県、自尊物館

福島県歴史質料飾

茨城県立歴史鮪

茨城県日夕畑事物館

上浦市立博物館

1両二両郷上博物館

ミュージアムパーク茨城県自然十射勿鮎

栃木県立博物館

小向市立博物館

栃木県立しもつけ風上記の丘質料飾

栃木県、Irなす凪上記の丘資料館

群罵県立歴史博物館

群居県立自然史博物館

群馬県立近代美稿館

富岡巾宣美術博物館・福沢一一一郎記念美術館

さいたま「正賞甫和博物館

埼上県立i耕勿館

埼臣共立歴史賓科館

埼上県立さきたま賓利館

戸田直立郷土博物飾

行出直郷土博物館

さいたまIiiの博物館

人間市博物館

坊主県立自然史†輔勿館

千葉県立中央博物館

我孫子市鳥の†軸物館

市立市Ii旧然博物館

千葉古I川－’～押」貝塚†別物館

千葉県立現代産業科掌飾

千葉県立上総博物館

千葉県＿立総高博物館

子葉県立安房博物館

千葉県立房総のむら

千葉県立関宿城博物館

干葉吊美術館

伊能忠敬記念館

八十代市立郷上博物館

憲政記念館

足立区立郷上博物館

板橋区立郷上資料館

大川区立郷上博物館

紙の1剛勿館

たばこと壇の博物館

東京都江戸東京博物館

宮内庁喜i凌部

宮1回庁三の丸尚I哉館

町田出立博物館

し町田合区立郷土賞判舘

福生巾郷士蜜科室

家具の博物館

豊島iメ言上郷士奇利館

北iメ二飛鳥山博物館

港区立港郷十資料館

サントリー美術館

江）子東京だてもの園

調布古拙十博物館

府中市郷士の森i騨勿館

文京ふるさと歴史館

東京都高尾自然科掌博物館

パルテノン多摩

東京都写真美術館

相撲博物館

昭和館

府中市美術館

神奈川県立歴史博物館

神奈川県立金沢文庫

鳩の博物館

横浜市歴史博物館

シルクri押勿館

海洋科′、習技術センターー

）問組子常民ミュージアム

l旧奇古土日本民家園

船橋「両部土賓料飾

神奈Ii阻止生命の星・地球博物鮪
、卑家出哨勿館

山ii蓬秦記念館

秦野直上鞍上手古城尿′」諭吉

枚須賀巾自然人文博物館

相模原山上博物館

山梨県立科学館

松本高上†軸物館

長野面立博物館

長野県立歴史館

須坂市立博物館

真用宝物嬬

飯旧古美術博物館

大町川岳十鮎物飾

古山間合蚕糸十別勿館

一茶記念館

信濃町立野尻湖ナウマンソウ博物飾

信州新町化石博物館

相崎市立博物館

長岡両立科辛博物館

新海県立歴史博物館

冨Ii岨中火植物園

雷同i刷町子朝練宮

雷同1両組子：文化センター

魚津水族館

立川カルデラ砂防博物館

石川県立歴史博物館

石川県立美術館

石川県輪島漆芸美術館

鴨池観察館

のと海洋ふれあいセンター

松竹市立中川・政記念美1I同館

福井県立恐竜博物館

柄井古土若狭歴史民俗奇利館

福井県立博物館

福井面白殊更博物館

静岡県立美稿館

細江町立姫街道歴史民俗奇利館

登呂i潮勿館

久能山刺鮎：了博物館

上原仏教美術振興財同

沼津歴史民俗賓科飾

浩幸同州台史料館

涼松山1鞘物館

浜松市楽器博物館

愛知県美術館

愛知芸術文化センター一

徳lii美術館

熱「出陣†壬物館

名古屋市博物館

名占居市科学館

名古座市美術飾
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名古畳吊出川’古手考古資料館

，了「加持勿鮪

博物館明治村

リトルワールド

瀬戸市歴史l引合質料飾

日本モンキーセンター

愛知県i削破質料飾

常用i直刷上質料蝕

割日古美術鮎

浩櫓1古美術「持物鮎

豊橋1両「殊更博物館

豊橋i直也十賓湘館

豊橋市　川i宿本陣質料館

同冊子市郷上資料鮎

同時市美術博物館

安城古歴史博物館

知立甘藍更民俗賓1i館

蟹江町席更民俗賓11館

畠′嗣子民俗賓料館

判i同声二博物館

桜ケ丘ミュージアム

尾両市歴史民俗賓料蝕

碧南直吉少年海の神子館

トヨタ博物館

大口町歴史民俗資料館

産業技術記念館

：重県立†軒勿飾

llL出直直立1剛勿館

膝原血’l扶植、璃高

桑名川掴物館

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

大津両歴史博物飢

滋賀県－i′琵董潮博物館

滋賞県立近代美術館

草津宿街道交流館

彦根城博物飾

譲賀県、i′安十城考古博物鮎

滋賀県立陶芸の森

I刑穴山文化賞利館

栗東歴史民俗i悟勿飾

細見美術鮎

京郁府立総合質料飾

囲部文化博物館

博物館きがの大杉の家

京都府立丹後郷十賓引航

大阪i直′間物鮎

大阪1日立科・字細

大仮面上白黙座吏博物館

大阪人権博物館

吹出古山i軒勿蝕

大阪府立弥生文化i事物鮎

相原巾上席吏質料餌

告利用市立郷士質料鮎

乗大阪市立郷士博物鮎

大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪府立狭川氾博物鮪



大阪市立住まいのミュージアム

神戸市立博物館

神戸市立小磯記念美術館

兵庫県立歴史博物館

（財）辰馬考古資料館

日本玩具博物館

姫路市立水族館

龍野市立歴史文化資料館

明石市文化博物館

明石市立大文科学館

大谷記念美術館

尼崎歴史博物館

兵庫県立入と自然の博物館

大和文章館

二十両博物館

県立橿原考古宰研究所附属博物館

橿原面子塚資料館

奈良県‾立民俗博物館

奈良県立美術館

和歌山県立博物館

和歌川県立自然博物館

鳥取県立博物館

出雲科学館

岡山県立美術館

岡山県立博物館

岡山県立吉備路郷土館

オリエント美術館

津山洋学資料館

倉敷市立自然史博物館

広島市安佐動物公園

広島県立美術館

広島県立歴史博物館

広島県歴史民俗資料館

日本はきもの博物館・郷土玩具博物館

広島市森林公園昆虫館

下関市立考古博物館

山口県立山口博物館

防府市青少年科学館

美祢市歴史民俗資料館

秋吉台科学博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

香川県自然科学館

香川県歴史博物館

愛媛県立博物館

愛媛県総合科学博物館

愛媛県歴史文化博物館

湯築城資料館

高知市立自由民権記念館

高知県立歴史民俗資料館

高知県立牧野組物園

土佐山内家宝物資料館

福岡市総合図書館

福岡市美術館

福岡市博物館

北九州市立歴史博物館

北九州市立自然史・歴史博物館

九州歴史資料館

佐賀県立博物館美術館

佐賀県立名護屋城博物館

長崎県立美稿博物館

熊本県立美術館

熊本市立熊本博物館

八代市立博物館

御所浦白亜紀資料館

御船町恐竜博物館

大分県立歴史博物館

大分県立先哲史料館

宮崎県総合博物館

みやざき歴史文化館

鹿児島県立博物館

鹿児島市立美術館

鹿児島県歴史資料センター黎明館

沖縄県立博物館

名護博物館

那覇市立壷屋焼物博物館

岐阜県博物館

岐阜県歴史質朴館

岐阜県美術館

岐阜県図書館

岐阜県陶磁資料館

岐阜樟歴史博物館

岐阜高科学館

笠松町歴史民俗資料館

大垣市立図書館

各務原市歴史民俗資料館

向藤記念くすり博物館

森の文化博物館

河川環境楽園

タルイピアセンター

美濃和紙の里会館

海津町歴史民俗資料館

揖斐川町歴史民俗資料館

可児郷土歴史館

みのかも文化の森／市民ミュージアム

こども陶器博物館

瑞浪市化石博物館

瑞浪市陶磁資料館

瑞浪市民図書館

土岐市美濃陶磁歴史館

中山道みたけ館

ミュージアム中仙道

日本大正村・大正ロマン館

中山道広重美術館

中津川市鉱物博物館

中津川市博物館

［博物館協会関係］

日本博物館協会

栃木県博物館協会

神奈川県博物館協会

愛知県博物館協会

京都市内博物館施設連絡協議会

岐阜県博物館協会

全国科掌博物館協議会

岡山県博物館協議会

［役所関係］

青森県環境生活都県史編さん室

日本財団

文部科学省

文化庁

環境省自然環境局生物多様センター

日本科学技術振興財団

科学技術振興事業団

科学技術広報財団

河川環境管理財団

宇宙開発事業団

愛知県県史編さん室

名古屋植物防疫所

名古屋城管理事務所

国土交通省中部地方建設局

中部森林管理局名古屋分局

木曾川下流主事事務所

土木研究所自然共生研究センター

岐阜県自然環境森林課

岐阜県社会教育文化課

岐阜県地域県民部

岐阜県農業技術研究所

岐阜県保健環境研究所

岐阜県県史編集室

岐阜県淡水魚研究所

岐阜県広報センター

花の都ぎふ推進センター

岐阜県産業経済振興センター

岐阜県生涯′字詔センター

岐阜県総合教育センター

岐阜市文化センター

多治見正史編さん室

岐阜市教育文化振興事業団

大垣市文化事業団

飛騨教育事務所

高富町役場

藤橋村役場

坂祝町役場

可児市役所

平田町役場

関市役所

土岐市役所

川島町役場

川島町民会館

春日村役場

多治見市文化会館

各務原市民会館

ソフトピアジャパン

［教育委員会関係］

北海道教育庁生涯学習部文化課

青森県教育委員会

森田村教育委員会

日立市教育委員会

群馬県教育委員会

群馬町育委員会

千葉県教育委員会

東京都教育庁
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世田谷区教育委員会

目黒区教育委員会

福牛市教育委員会

あきる野市教育委員会

神奈川県教育委員会

厚木面教育委員会

藤沢市教育委員会

山梨県教育委員会

茅野市教育委員会

福井県教育委員会

岡崎市教育委員会

豊橋市教育委員会

常滑市教育委員会

江南市教育委員会

小牧市教育委員会

犬山市教育委員会

春日井市教育委員会

津南教育委員会

四日市市教育委員会

亀11両J教育委員会

日野町教育委員会

多度町教育委員会

滋賀県教育委員会

京都市教育委員会

京田辺町教育委員会

大阪市教育委員会

橿原市教育委員会

尼崎市教育委員会

泉佐野市教育委員会

能勢町教育委員会

姫路市教育委員会

福岡県教育委員会

久留米市教育委員会

勝本町教育委員会

岐阜県教育委員会

羽鳥市教育委員会

羽島郡田町教育委員会

各務原市教育委員会

糸貫町教育委員会

大垣市教育委員会

上之保村教育委員会

関市教育委員会

美濃市教育委員会

池田町教育委員会

可児市教育委員会

富加町教育委員会

七宗町教育委員会

多治見市教育委員会

土岐市教育委員会

恵那市教育委員会

中津Iii市教育委員会

下呂町教育委員会

高山市教育委員会

占I岬丁教育委員会

神岡町教育委員会

上宝村教育委員会

岐阜県校長会協会

岐阜県小中、習校長協会



岐阜教育会

岐阜県PTA連合会

岐阜県郷土資料研究協議会

岐阜県歴史資料保存協会

岐阜県高等学校文化連盟

［学校関係］

東北芸術工科大半東北文化研究センター

東北大学総合l、綱一計事物館・美術史研究室

秋田大字工学資源学部付属鉱業博物館

山形大学附属博物館

筑波大学総合科学博物館・地球科学系図書室

図書館情報大学附属図書館

跡見学園女子大学花醸記念資料館

川村掌園女子大学図書館

東京大学史料編纂所

掌習院大学

東京農工大学工学部附属繊維博物館

実践女子大学美学美術史学科研究室

東京大学地震研究所

東京都立大学人文学部考古学研究室

東洋大学

武蔵野美術大字

早稲田大学含津八　一記念博物館

慶応義塾大学

国際基督教大学湯浅八郎記念館

国学院大学考古字資料館

東京農業大字農業資科室

日本大字文理学部自然科学研究室

日本大字牛物資源科学部資料館

明治大半刑事博物館

東京家政大字博物館

神奈川大学日本常民文化研究所

新潟大学理学部地質学科数室

金沢大半文宇部考古学研究室

金沢美衝工芸大字

静岡大学理学部地球学科教室

東海大学社会教育センター

名古屋大学美学美術史学研究室

名古屋大学大地球水循環研究センター

名古屋経済大学・市部学園短期大学自

然科学・地域社会研究会

名古屋経済大学・市郎学園短期大学人

文科学研究会・学術研究センター

名古屋造形芸術大学附属図書館

愛知大学総合郷土研究所

愛知大学文筆含

滋賀県立大学人間文化学部

種智院大学密教資料研究所

京都工芸繊維大学美術工芸資料館

京都大掌総合博物館

立命館大字文学部国際平和ミュージアム

仏教大学総合研究所

同志社大学歴史資料館

関西大学博物館

園田字園女子大学近松研究所

近畿大′羊民俗学研究所

天理大学附属天理参考館

尾道大学芸衝文化部

九州産業大学芸術学会

宮崎大学農学部農業博物館

鹿児島大学総合研究博物館

岐阜大学教育学部

岐阜市立女子短期大学

東海女子大学

岐阜聖徳学園大学

中部学院大学・中部学院大学短期大学部

岐阜経済大学地域経済研究所

大垣女子短期大学

岐阜匪療技術短期大学

可児高等学校

郡上高等学校

［研究機関・出版社・その他］

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

アイヌ文化振興・研究推進機構

北海道立アイヌ民族文化研究センター

北綱圏北見文化センター

青森県埋蔵文化財調査センター

東北電力

福島県文化財センター

栃木県埋蔵文化財センター

産業技術総合研究所

群馬県埋蔵文化財調香事業団

理化学研究所

千葉県文化財センター

社会教育研修所

東レ科学振興会

国立教育政策研究所

文化環境研究所

株式会社山武

発明協会

全国過疎地域活性化連盟

日本ユネスコ協会連盟

日本昆虫協会

日本地震学会

機械産業記念事業回

国画会事務局

日本科学協会

高幡川金剛寺

ポーラ文化研究所

修復研究所

東北新幹線赤羽地区遺跡調査会

板橋区四業遺跡調査会

日野南遺跡調査会

自然科学観察研究会

日本ナショナルトラスト

東京貝類同好会

NHKエンジニアリングサービス

アジア女性基金

地域創造

丹青研究所

東京都埋蔵文化財センター

かながわ考古学財団

平岡環境科学研究所

玉川文化財研究所

山梨文化財研究所

静岡県埋蔵文化財研究所

長野県埋蔵文化財センター

富山県埋蔵文化財調査事務所

富山県埋蔵文化財センター

富山県恐竜化石調査団

相iI県白山自然保護センター

福井県自然保護センター

松代藩文化施設管理事務所

水彩連盟愛知支部

愛知県埋蔵文化財センター

東海能楽研究会

東海市ホタルの会

中部森林監理局名古屋分局

中部電力株式会社

考古掌フォーラム

津市埋蔵文化財センター

三重動物学会

二重自然誌の会

四日市市遺跡調査会

日本直麹類字会

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀県琵琶湖研究所

円本イヌワシ研究会

京都府埋蔵文化財調香研究センター

京都服飾文化研究財団

SI MANO

国民融合をめざす部落問題全国会議

古代学協会

国際日本文化研究センター

広島市動植物公園協会

岡山県自然保護センター

鳥取市文化財団

日本生命財団

美術年鑑社

日本美術出版

小学館

新人物往来社

霊山顕彰会

池田文庫

JR東海生涯学習財団

和歌山県環境生活部

奈良文化財研究所

ユネスコ・アジア文化センター

黒川古文化研究所

元興寺文化財研究所

鳥取県埋蔵文化財センター

岡山県自然保護センター

厳島神社社務所

徳島県埋蔵文化財センター

香川県埋蔵文化財調香センター

高知県土佐刃物連合協同組合

広島市文化財団

（株）熊平製作所

福岡市埋蔵文化財センター

原の辻遺跡調査事務所

北九州自然史友の会
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岐阜県博物館友の会

岐阜県文化財保護協会

岐阜県文化財保護センター

岐阜県議会事務局

岐阜県生活技術研究所

岐阜県産業文化振興事業団

サイエンスワールド

教育出版文化協会

飛騨木工連合会

飛騨高山ふるさとを歩こう会

肢阜県考古学会

慾斎研究会

各務原市埋蔵文化財調査センター

多治見市文化財保護センター

日本教育会

岐阜県昆虫同好会

姫街道400年祭実行委員会

養老町文化財保護協会

大垣市文教協会

岐阜県民主同和促進協議会

美濃民俗文化の会

登用顕彰会岐阜県支部

岐阜県哺乳動物調査研究会

飛騨世界生活文化センター

日本野鳥の会岐阜県支部

岐阜県超古代文化研究会

八幡町文化財保護協会

日本美術刀剣新聞社

岩波書店

美術年鑑社

続群書類従完成会

東京美術

郡上史談会

書道心両院

北白川書房

西美濃わが街社

コスモ石油（株）

岐阜新聞社

奥機自然研究会

［個人］

宮嶋　　惇

岩田　正雄

佐藤千代吉

全盲　弘之

渡辺　俊典

清水　宗一

藤島　幸彦

小野木島紫

坂口　浩之

説田　健一



〔利用状況〕

1入館者数

本年度は、入館者数69，699人で前年に比べて3，893人

5．3％の減少となった。これは、特別展の入館者の増加は

みたものの、1月以降の入館者の減少、3年に一度の全館

薫蒸による臨時休館等の影響によるものである。

開館目数は301日であり、1日平均の入館者数は232人

であった。また、・Hの入館者が最も多かった日は、5月

5日で1，637人を数えた。月別の入館者数は右表のとおり

である。団体入館者数をみると　906人で、入館総数の約

1．3％であった。月別では10月が200人で一番多く、団体

入館者総数の22．1％を占めている。

春季特別展及び秋季特別展期間中の入館者数は下表の

とおりである。入館総数は34，718人を数え、一口平均は

390人であった。

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の利用者は、次のとおりで
あった。

〈講堂〉

里山林整備ボランティアリーダー

岐阜県植物誌調香会
岐阜県小字校社会科研究部会代議員会

岐阜県中予匿技術家庭科研究部会代議貴会
岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会総会

岐til県植物。志調査会

衛生管理者会議

回目林整備ボランティアリーダー育成講厘

高等学校教育課程研究集会（商業部会）
国際理鮪教育研究部会
岐阜県高等羊校商業部会
岐阜県植物誌調査会
岐阜県高等学校長協会常住岬事会
岐阜県植物誌調香会
美濃ブロック子供会育成指導者研修会

森の子銀行

岐阜県児竜生徒科学作品展

岐宇県植物誌調香会
岐阜県植物誌調香会
足る県政バス

岐阜県植物誌調査会
岐苧県植物誌調香会
岐阜県小学校社会科研究部会代議員会
岐阜県植物誌調査会

〈研修室〉

「冊時子文化行政担当課長会議

岐阜医療技術短期大半研修会
岐阜県小学校社会科研究部会代議員会

岐阜県唖乳動物調査研究会研修会

閑古小中学校教育研究会環境部会研究会

岐阜具申孝校技術家庭科研究部会代議員会
国際理解教育研究会県代議員会
旧］林整備ボランティアリーダー育成講座

岐阜県柄物誌調香会
羽島直中、昂校理科研究会研修

高等ノ、習交教育課程研究集会（商業部会）

剛奈理解教育研究部会
本巣郡中学校理科部会研修会
岐阜県高等字校長協会常任即事会
岐阜県児童生徒科字作品娃

岐阜県小学校社会科研究部会代議員会

〈ハイビジョンホール〉

岐苧県警察学校初任科生研修
両町村文化行政担当課長会議

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ末ﾉ�B�・日当均 

4 �(�3�3��35 �8�Cイr�6．013 �#R�241 

5 滴�3��2�90 塗�8ｬ｣��iO，512 �#r�389 

6 ��3s3��61 滴�3��B�5、896 �(���｢�227 

7 ���3����123 ��3CCB�2，678 �#��128 

8 �(�3Ss��181 �8�3Cc"�6，214 �#r�230 

9 �(�33#B�38 �8������5．442 �#R�218 

10 店�3涛��31 店�33CR�l上375 �#r�42I 

11 店�3�ッ�29 滴�Cc�B�9、819 �#b�378 

12 涛SB�117 ���CC�"�2．563 �#2�111 

1 鉄C��36 ��3C#r�2、011 �#B�84 

つ 涛s��12 ���CゴB�2．845 �#B�118 

3 ��3cC��46 �(��i?��｣r�4、331 �#b�167 

計 �#���#cR�799 �3��3c3R�69．699 �3���232 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小中高生 ��X鬩�b�一　般 佗b�

温泉廣一－湯の華から 滴��#h�ﾂ�6、482 ��c"�IL667 �����6鳴�

のメッセージ 塗��3��

中Ill道衝道400年 �����8�ﾂ����������8，705 鉄��7．664 ��h�CC�r�

計 ��15、187 �#���19．331 �3H�3s���

名古屋教育文化センタ一
山姑l県高等学校教育研究会公民地暦部会総会

衛生管理者会議

高等掌校教育課程研究集会（商業部会）
国際理解教育研究部会

岐阜県警察学校初什和牛研修
管理監督者メンタルヘルスセミナー

〔博物館関係団体〕
1岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに社

会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を目

的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（季刊）、会員研修会
（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿うよう

に努力した。

平成15年3月現在、会員館園は146、個人会員は21名

主な役員は次のとおV）。

名誉会長…梶原杯、会長…上野守、副会長・・・松本五三

青木允夫、高橋宏之、理事長…若宮多門、事務局は岐

阜期事物館「和こある。
〈主な事業〉

役員会及び通常総会
機関祇委員会

東海地区博物館連絡協議会総会

第52両会員研修会

第92回公開講座

第93回公開講席

機関紙「岐阜の博物館」第1択日子発行

東海：県博物館協会交流研修会

第53同会員研修会

第94回公開講座

機関祇「岐阜の博物館1第は9号発行

全回朗娠吾大会

第54回会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」第140号発行

会員l刑を委員会

第鎮圧埴高閲諦席

公開講座委員会
ノ謝壬理事会

機関紙i岐芋の十鞘勿鮎」第141号発行
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2　岐阜県博物館友の会

今年度は・般会員数430名、後援会員23口で昨年度に

比べ　一般会員数が67名、後援会員が6日減少した。　一般

会員数の減少は、例年夏季休暇中に行われる夏の特別展

が、今年は5月－6月にかけて開催されたので、夏休み

に本館の図書館で勉強するために入会する学生会員が減

少したことも原因の　一つである。しかし、最も大きく影

響してきていることは、会員の方々の高齢化が進み、長

年友の会を支えていただいた方々の退会が増えてきたこ

とである。今後は新しい会員がより多く入会していただ

けるよう、今まで以上に積極的に働きかけていくことが

必要である。

友の会の中心行事である探訪の旅は、海外探訪の旅を

1回、国内探訪の旅を3田行なった。国内探訪の旅は会員

からの要望により、山曜日実施と平目実施を交互に行う

こととした。

第1［‾i曲直探訪の旅（5月12日）「本物の京都を訪ね

て」（鹿苑寺、相国寺）

今回は特別拝観のため参加人数を制限（80名）したた

め、申し込みをしていただきながらお断りしなければな

らなかった方もおられ、誠に申し訳ないことであった。

相国、圭では、法堂中央須弥増の釈迦如来像、天井の構

造と鳴き寵として有名な矯龍図等を興味深く観賞してお

られた。

鹿苑寺では、特別拝観狩野派の襖絵水墨画、茶室夕佳

亨の南天の床柱等の観賞とともに、新緑の中での　一服の

お茶を味わっておられた。　　　　　　　　参加者88名

第2回国内探訪の旅（11月6日）「宿場町草津と五個荘

町を訪ねて」（草津本陣、五個荘町豪商の館）

今回の草津本陣の見学は、本館秋の特別展「街道開設

400年記念：中情宣」に関連して企画した。

草津本陣では参加者はその威容さに驚くとともに、本

陣利用者が用意した「開祖」に興味を示しておられた。

五個荘町の見学では、昔を偲ばせる静かな件まいの町

並みと、豪商達の立派な邸宅、そこに保存展示されてい

る資料から、全国に版図を広げていった近江商人の真髄

に触れ感心しておられた。　　　　　　　　参加者88名

第3同国内探訪の旅（3月9日）「古都、奈良を訪ねて」

〈元興、芋、興福院、奈良町）

奈良で最も美しい尼寺の一つと言われている「興福院：

こんぷいん」。特に庭園からの江戸時代初期の建物である

同門、本宜等の眺めは、落ち着いた静かな景観で、心の

洗われる思いであった。

元興寺（極楽坊）は創建時の大僧房を鎌倉時代に改築

し、念仏道場として再興したものである。その東端の本

堂、や禅室、史に重要文化財の木造聖徳太子孝養像、絹

本厨子大智光蔓陀羅等の見学が出来たことに満足してお

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　参加者144名

第8回海外探訪の旅（9月24ロー27日）「江蘇歴史探

訪の旅」（上海、蘇州、無錫、宜興）。
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それぞれの見学地が、いにしえの面影を残した、風光

明媚な景勝地であり、心を和ませてくれたことと思う。

参加者39名

会員によるボランティア活動

特別行事「七草がゆをたべよう」は、会員のボランティ

ア活動として定着しており、多くのボランティアの人た

ちにより準備された。当日は準備した400食は無病息災

を願う人たちによりすべて食べていただけた。

・来年度も、会員数の確保、探訪の旅の充実とともに特

別展や講座、催し物への会員の積極的な参加やボラン
ティア活動への参加を呼びかけ、「博物館事業の普及、会

員相互の教養と親睦」を深め、「魅力ある友の会」、「誰で

も気軽に参加できる友の会」を目指したい。、今年度の反

省をもとに健全な運営、創意工夫ある企画を進めたい。

平成14年度の主な事業、行事は次の通りである。

l　会議

役員会　4月27日　　　総　会　4月2711

役員会11月　4日　　　三役会　3jjll H

探訪の旅委員会　6／14，7／24，11／2上9／18、2／17

会報委員会　　　6／1，9／12，11／30

2　研修事業

（1）探訪の旅（前述の門田）

（2）文化講演会

「皇女和宮と中山道」

岩村田歴史資料館顧問　松平乗呂さん

3　会報発行

第71号一第74号　A4　6頁　　　　　　各450部

4　資料などの作成と顧布

（l）特別展図録発行

「温泉展」　　　　　　　　　　　　　　1000冊

「中ilj道・街道開設400年」　　　　　　　800冊

（2）図録の印刷

「歌Ii旧芳“木曽街道六十九次」　　　　　700冊

5　博物館との共催事業

（l）特別行事

「百年公園・博物館を写生しよう」、「福井県＿封恐竜

博物館見学」、「七草がゆを食べよう」、「たんさく・

中同道」、「金牛山の化石観察ツアー」、「岐印「．tから

産出する大昔の化石とその当時の日本」

（2）たのしい博物館「火起こし器を作ろう」、「土笛を

つくろう」など17回

（3）自然観察会「岐阜の温泉現地解説ツアー」

（4）「博物館だより」増刷　77－79号　　各500部

6　会員入館料の補助と博物館資料の寄贈

特別展、常設館入館料補助

博物館資料の寄贈



Ⅳ　利用案内（平成15年度）

●開館時間　4月1日～10月31日　9時～16時30分

11月1日～3月31日　9時30分～16時30分

（入館は16時まで）

●入館料

区　　分 侘(�����ﾂ�団体（20人以上） 

般 �3#�冷�260円 

大　学　生 ����冷�50円 

小・中・高 冖8��{��無　料 

※特別展開催中は入館料がかわります。

●休館　日　月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌日）

年末年始（12月28日～1月3日）

●駐車場　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金…普通（軽）自動車300円、バス820円

●交　　通　名鉄美濃町線　小屋各駅下車　徒歩15分

岐阜バス　小屋名下車　徒歩15分

自家用車をご利用の場合は、百年公園北口からお入り下さい。

交通案内図
国道156雪線

至美濃・郡上八幡　名鉄美濃脚線　　至郡上八幡・白鳥
悠酎ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十 

・名鉄美濃脚線　　　　　　　　聞　　　‾‾顧問闇闇酷∴∴麗間 

・岐阜バス 

N　　　　　悲話 

園圏88寡曝露圃 
線　　国運248号線 名鉄美濃町　　　　　　主 

名鉄新岐阜駅 岐阜駅 至大垣 ����

国道時穆蝦韓務原IC」っ 

喜島蕊 丶���ﾙ�;�#)���ﾂ� I 

名古屋本線ii　　　　　　　　　　，i十十十、， 

名神高速道路
一宮JCT

○東海北陸自動車道…・関インターから車で5分 
○名鉄美濃町線…　…小屋名駅下車徒歩15分 
○岐阜バス岐阜上之保線 

八幡線・・小屋名バス停下車徒歩15分 

至関市街

要地方道・関江南線
至各務原・江南

東海北陸自動車道

至各務原・美濃加茂

中央自動車道
至多治見

・恵那
・東京

●　小牧JCT

○名古屋－C
至静岡・東京

〒501－3941岐阜県関市小屋名字中洞1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

URL http：／／www・muSeum．Pref．gifu．jp
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